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○職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長       向     貴 代 治 君

  

事 務局書記 助  田  有  二 君

 

○議事日程（第２号） 

  平成21年９月10日  午前10時開議 

 日程第１ 

  議案一括上程（議案第60号から議案第70号まで） 

 日程第２ 

  町政一般質問 

   ２番 南   和 彦 

   ３番 川 口 正 己 

   １番 生 田 勇 人 

   ９番 清 水 文 雄 

   10番 水 口 裕 子 

   ７番 夷 藤   満 

   ４番 藤 井 良 信 

   ６番 北 川 悦 子 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【能村憲治君】 皆さん、おはようご

ざいます。 

 傍聴の皆様方、早朝より本会議場にお越し

いただきました。大変ご苦労さまでございま

す。９月に入り涼しい日となってまいりまし

た。過ごしやすい季節でございます。議員各

位におかれましては、季節の変わり目でもご

ざいますので、体調のほうを十分管理してい

ただいて、慎重な審議のほうよろしくお願い

をいたします。 

 いよいよ政権交代ということでございます。

期待も不安もあることでございますが、いず

れにいたしましても国民のための政治であっ

てほしいと強く希望するところでございます。 

 ただいまの出席議員は16名であります。よ

って、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【能村憲治君】 本日の会議に説明の

ため出席をしている者は、８日の会議に配付

の別紙説明員一覧表のとおりでございます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○決算特別委員会正副委員長互選 

     結果 

○議長【能村憲治君】 次に、８日に設置さ

れました内灘町決算特別委員会から正副委員

長の互選の結果が来ておりますので、ご報告

申し上げます。 

 内灘町決算特別委員会委員長に水口裕子議

員、副委員長に生田勇人議員、以上とおりで

ございます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【能村憲治君】 日程第１、これより

町政に対する一般質問を行います。 

 通告順に発言を許します。 
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 ２番、南和彦議員。 

   〔２番 南和彦君 登壇〕 

○２番【南和彦君】 皆様、おはようござい

ます。議席番号２番、会派波と風の会、南和

彦でございます。 

 まずもって、傍聴者の皆様方におかれまし

ては、何かとご多用の中とは存じますが、こ

の平成21年９月定例会本会議にお越しいただ

き、本当にありがとうございます。 

 今回、質問の機会をいただきました。私か

らは２点ばかり通告に従い質問をいたします

ので、八十出町長初め執行部の方々におかれ

ましては、それらに対する所見をお伺いいた

します。 

 皆様もご承知のとおり、第45回衆議院議員

総選挙が先月の30日に執行され、その結果、

民主党が300を超える議席を確保し政権交代

が確定いたしました。新政権の今後におかれ

ましては、大いに期待するところであります。 

 新政権が国民の皆様に公表いたしました政

権政策や、公言した当面の方針などをもとと

した私の最初の質問に入ります。 

 新政権は、2009年度の国家補正予算を組み

替える方針を示しておられます。そして、そ

れに対しまして、本町はもとより、各地方行

政は、今後の行政運営への効果や影響につい

て現在注視しているところではないかと存じ

ます。 

 そこで、新政権によって国家予算の組み替

えが実行された場合、本町の2009年度予算に

ついて、どの部分にどのような効果あるいは

影響をもたらすと予測されているのかを、既

に執行しているもの、またそうでないものに

区分して、可能性のレベルでお伺いいたしま

す。 

 次に、２件目の質問に移ります。これにつ

きましても先ほどの質問と同様に、新政権の

政権政策などをもとにした内容でございます。 

 新政権は、政府と地方の代表者の対等関係

による地域主権の確立に向けて取り組んでい

かれることと存じます。新政権の政権政策の

中には、この地域主権の確立に向けた具体策

が主に４点明記されていました。１点目は基

礎的自治体への事務事業と財源の大幅な移譲、

２点目は国と地方の協議の場を法制化するこ

と、３点目は基礎的自治体を重視したひもつ

き補助金の廃止、そして一括交付金化、４点

目は一括交付金化による経費や人件費の削減

などであります。本町としては、先ほどの2009

年度の国家予算組み替えと同様に、これらに

ついても現在注視しているところではないか

と存じます。 

 一括交付金化については、それぞれの基礎

的自治体に自由になる財源を配分するという

表現でも公表されています。これを受けて、

県の選挙後の直近のコメントとしては、これ

までの「あれもこれも」から「あれとこれ」、

また「施策の決定や実行までのシステムを再

構築する必要がある」などと公表しておられ

ました。 

 本町は、これまでも県や近隣自治体と協議

の場を持ち、施策連携を図ってこられたかと

存じますが、県のコメントを私なりに推測す

ると、これまで以上に財源の使途についてよ

り一層慎重になる、つまり財布のひもをさら

さに締め直すという意味合いが潜在している

のではないかと考えます。そして、その場合

は県だけではなく、本町はもとより、本町を

取り巻く近隣の自治体も同様の条件というこ

とになります。 

 そこで質問です。本町の今後の企業誘敦を

含む施策展開の中で、県や近隣自治体と財政

に及ぶ行政連携を必要とした場合、より周囲

との整合性やコンセンサスという点で相互協

力の関係をさらに密に図っていかなければ、

本町の今後のますますの発展は望めないので

はないかと危惧するところであります。すな

わち、本町が今後、本町の発展のために展開

する施策が県や近隣自治体に利をもたらし、

また県や近隣自治体が展開する施策にも本町
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に利があるというように、それぞれの異なる

特色を生かすことにより連動性が見出せるよ

うな、そのような相互協力の関係が重要にな

ってくるのではと考えますが、いかがでしょ

うか。これについても予測の範囲でお伺いい

たします。 

 以上２点がこのたびの私の質問であります。

どうぞ八十出町長初め執行部の方々におかれ

ましては、可能な限りの範囲で答弁をいただ

きますようお願いを申し上げます。 

 また、傍聴者の皆様におかれましては、ご

清聴ありがとうございました。 

○議長【能村憲治君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 南和彦議員の一般

質問にお答えしたいと思います。 

 まず最初に、政権交代後の本町における予

算編成についてでございますが、今議員がお

っしゃいましたように、衆議院議員選挙、民

主党が圧勝ということでありまして、歴史的

な政権交代をもたらすこととなったわけでご

ざいます。新政権におきましては、景気対策、

経済の再生を急ぎまして、ますます厳しさを

加えています雇用確保に万全を期してもらい

たいと思っているわけでございます。 

 また、多様性と創造性あふれた社会の実現

を図る地方分権改革を着実かつ具体的に進め

ていただき、税源配分の見直しや地方財源の

確保を望みたいと思っているわけでございま

す。そして、事務の仕分けや優先順位の組み

かえにつきましては、国民の理解と我々地方

自治体の意見を十分踏まえていただいて実行

していただくよう思っているわけでございま

す。 

 民主党は、国家予算の編成につきまして、

官僚主導から政治主導に転換することを明確

にするために、これまでの骨太の方針を打ち

出してきました経済財政諮問会議や各省庁事

務次官会議を廃止をし、政治主導の国家戦略

局による予算編成にかえると言及されており

ますが、現段階では具体的な中身について示

されていませんので、不透明な部分が多くあ

るわけでございます。 

 しかしながら、自動車関連暫定税率が廃止

された場合には、地方揮発油譲与税、自動車

重量譲与税、自動車取得税交付金が大幅に減

収となります。また、地域活力基盤創造交付

金などが大幅な削減もしくは廃止されるなど、

道路関係予算は大幅に縮小されるものと、こ

んなふうに思っているわけでございます。 

 一方で、地域主権を確立をし、第一歩とし

て地方の自主財源を大幅にふやすと掲げられ

ておるわけでございます。地方が自立し地域

主権を達成するためにも、自主財源の確保を

強く求めていく考えであります。今後、国家

戦略局による予算の抜本的見直しもされるこ

とであり、補助金の一括交付金制度、地方財

源措置の方針など、国の動向を注視していく

考えであります。 

 また、本年度国の補正予算については一部

執行停止が報道されておりますが、現段階で

はどの事業を念頭に置いているのか定かでは

ありませんが、６月議会及び９月議会に計上

いたしました当町の国の補正予算関連事業に

つきましては、国の内示や指示に従い準備を

進めてきた事業でもあり、かつ町の緊急で重

要な事業として予算計上したものであります。

たとえ政権がかわったとしても、町議会が議

決した予算について国は責任を持って財源措

置を行うべきだと思っているわけでございま

す。今後、県や県の町長会へもその働きかけ

をしていきたいと思っているわけでございま

す。 

 ２点目の質問の今後の自治体の政策及び連

携につきましてお答えしたいと思います。 

 地方分権改革につきましては、これまで国

の出先機関の統廃合や中央省庁と自治体の事

務仕分け等々が論議をされておりますが、

遅々として進んでいない状況にございます。

民主・自民両党では、国と地方の協議機関の
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場を法制化し、地域主権の確立、地方財源の

確保、権限移譲など地方分権を推進するため

の道筋を立てているわけでございます。 

 地方への権限が移譲され裁量権が拡大する

ことは、一層我々自治体の自立が求められ、

地域課題の解決には政策をみずから策定をし

実行する自治体の高い経営力が必要となって

くるわけでございます。当然、一自治体で解

決できない広域的課題や広域化することで効

率が図れる事業には、町はこれまでも積極的

に推し進めてきたわけでございます。 

 各自治体がそれぞれ持つ資源や環境の強み

を生かし、魅力あるまちづくりに努めていく

とともに、相互に連携することで地域間協調

が生まれ、地域全体の魅力が相乗的に高めら

れるものであると考えているわけでございま

す。 

 県都である金沢市におきましては、人口45

万人の中核都市の持つ強みを生かし、伝統産

業の育成や工場団地の建設、企業誘致など産

業振興施策を積極的に進めているわけでござ

います。内灘町では、金沢市に隣接する地の

利を生かしながら、金沢市内の企業で働く

方々にも内灘で良好な住宅地を提供し、子育

てや生活を楽しめる若者の定住促進を一層呼

びかけてまいりたいと考えているわけでござ

います。 

 先般もコマツ粟津工場を訪問し、小松工場

閉鎖に伴う金沢工場に転勤する職員用や首都

圏から転勤をする職員用にと、内灘町の快適

な住環境情報もＰＲをしてきたわけでござい

ます。 

 また、能登地域の各自治体では、共通して

豊かな自然を生かしたまちづくりに取り組ん

でいるわけでございます。内灘町は、金沢、

能登の結節点でもあり、本町へ交流人口を誘

い込むことは、さらに能登地域へ足を運ぶき

っかけとなり、能登全体の活性化、ひいては

石川県全体の全域の活性化につながるものと

考えているわけでございます。 

 さらに、今後広域連携が必要な喫緊の事業

として、５年後開業を控えた北陸新幹線対策

があります。県内自治体がそれぞれの地域の

特色を生かし、交流人口の増加、回遊性の向

上、集客やリピーター客の増加などを図りな

がら相乗効果が得られるものであると思って

いるわけでございます。首都圏からの来訪さ

れる方の日程が１泊、２泊が延びたり、二度、

三度の継続訪問、あるいは石川ファンとなっ

てその輪が広がることを期待するものでござ

います。 

 今後ますます広がる公共課題に各自治体が

どう取り組むのか、町単独で実施をする事業

のほか、さらに能登地域、金沢地域、加賀地

域、さらに石川県域での連携強化を図り、行

政が互いに補完し合う魅力ある地域づくりに

積極的に取り組んでまいる所存でございます。 

 以上でございます。 

○議長【能村憲治君】 ２番、南和彦議員、

答弁が終わりました。答弁漏れございません

か。よろしいですか。 

○２番【南和彦君】 （議席より）はい。 

○議長【能村憲治君】 ３番、川口正己議員。 

   〔３番 川口正己君 登壇〕 

○３番【川口正己君】 おはようございます。

議席番号３番、川口正己でございます。 

 傍聴人の皆様、傍聴大変ありがとうござい

ます。 

 質問に先立ちまして、去る８月30日に執行

されました衆議院選挙におきまして、政権が

交代することとなりました。この自民王国の

石川県におきましても、前職の自民候補の２

人が僅差により敗北し、比例代表により復活

しましたが、最終的には石川県より７名もの

衆議院議員を生み出すなど、県民の皆様の絶

妙なバランス感覚には本当に感服いたしまし

た。 

 当選された衆議院議員の皆様には、互いに

切磋琢磨し、ふるさと石川県、日本のために

頑張っていただきたいと思っております。 
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 それでは、早速ですが、通告に従いまして

質問に入らさせていただきます。 

 ことし４月にメキシコやアメリカで相次い

で新型インフルエンザが確認され、世界保健

機関であるＷＨＯは６月11日に世界的大流行

であるパンデミックを宣言いたしました。 

 日本でも海外渡航者を中心とする人たちに

感染が確認されましたが、予見されていた強

毒性のＨ５Ｎｌ型のインフルエンザではなく、

弱毒性のＨ１Ｎ１型のインフルエンザのため、

通常の季節性のものと同等の対応でよいと厚

生労働省より対応が変更されました。 

 しかしながら、通常のインフルエンザが流

行することはない夏季において新型が日本で

流行し、８月に初めて死亡者が確認されてか

ら、国内における死亡者数は現在のところ11

名となっております。 

 石川県でも金沢大学の学生が集団感染した

ことを初め、県内全域で感染者が確認されて

おります。また、９月１日には、我が町でも

初めて集団感染が確認されております。 

 厚生労働省でも、このような国内での大発

生により、新型インフルエンザワクチンの投

与による対策を発表いたしましたが、国内生

産メーカーによる製造能力はことし12月まで

に1,300万人分から最大1,700万人分しか確保

できないと報告されております。 

 厚生労働省が目標とする確保数は5,300万

人分となっておりますが、この足りない分は

輸入ワクチンによって補いたいとのことであ

ります。しかしながら、この輸入ワクチンに

は国内産のワクチンには使用されていないア

ジュバントという免疫増強剤が使われており

ます。このアジュバントがギラン・バレー症

候群や筋肉に肉腫ができるなどの副作用を引

き起こす可能性があると指摘されております。 

 厚生労働省は、当初、緊急のため、特例で

治験を行わずに承認する方向でしたが、国内

の医療機関などから危惧する声が相次いだた

めに治験を行う方向に修正されましたが、そ

の対応が非常におくれております。このよう

な対策のおくれから、肺炎球菌ワクチンの接

種が脚光を浴びていると、先日も報道されて

おりました。 

 前述しましたが、現在のところ、新型イン

フルによる国内の死亡者は11名となっており

ますが、ほとんどの方が重篤な肺炎を併発し

死亡しております。この原因として、高齢者

の方や慢性疾患の方がインフルエンザの二次

感染として、ウイルスによって傷ついた気道

に、鼻やのどに常在する肺炎球菌が感染し、

重篤な肺炎を併発するとのことです。 

 また、ことし５月に発表された日本感染症

学会の新型インフルエンザの緊急提言におい

て、新型インフルエンザの重症化を防ぐため

に65歳以上の高齢者、慢性の呼吸器疾患、腎

疾患、糖尿病などを患っている方に肺炎球菌

ワクチンの投与が非常に有効であると提言。 

 また、長崎県感染症対策委員長である松本

慶蔵長崎大学名誉教授のレポートでは、慢性

疾患患者や高齢者などへの新型インフルエン

ザワクチンと肺炎球菌ワクチンの併用は、同

時に接種はできないが安全性は確立されてい

るとのことです。 

 また、財政破綻した夕張市の地域医療をワ

クチン接種による予防医学を駆使し、一人で

救ったことで知られる金沢医科大学出身の村

上智彦医師は、平成13年に赴任した北海道の

瀬棚町で全国最下位だった老人医療費を、こ

の肺炎球菌ワクチンの公費助成による接種率

の向上で大幅に削減いたしました。また、こ

の肺炎球菌ワクチンは一度接種すると５年間

以上は効果が持続するということです。 

 このようなことから、全国の多くの自治体

で肺炎球菌ワクチンの公費助成を開始してお

ります。どの自治体も前述の疾患を持ってお

られる方や高齢者を対象にしており、新型イ

ンフルが国内で発生してから助成を開始した

自治体が、今のところ129市町村、それ以前か

ら助成しているところを合わせ、全国で220
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余りの自治体が助成しております。 

 ぜひとも我が町でも早急に公費助成を開始

してほしいと考えておりますが、町長並びに

執行部の見解をお伺いいたします。 

 また、インフルエンザ脳症についてですが、

通常の季節性インフルエンザでも毎年、国内

で約100人の乳幼児が発症しているそうです。

報道によりますと、通常なら５歳以下の乳幼

児がかかりますが、今回の新型の場合は10代

の子供でも発症しているとのことです。この

脳症の発生メカニズムはまだ解明されていな

いために、子供がインフルエンザによって発

熱した２日後ぐらいに意味不明のことを言い

出したりの異常行動が見られたら、すぐに小

児科の医師に診せなければ重症化するとのこ

とであります。また、この脳症の恐ろしいと

ころは、４分の１のお子さんに脳性麻痺など

の疾患が残ることです。 

 町は、このインフルエンザ脳症の周知方法

をどのようなやり方、方法で行っているので

しょうか。町の対応策をお聞きいたします。 

 それでは、町長並びに執行部の前向きな答

弁をお願いして、私の質問を終わらせていた

だきます。 

 ありがとうございました。 

○議長【能村憲治君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 川口議員の一般質

問にお答えしたいと思います。 

 まず、肺炎球菌ワクチンの公費助成につい

てということであります。 

 現在の新型インフルエンザに関する対応の

主な目的は、集団での感染拡大をできるだけ

抑え、集団発生を最小限にとめることにある

わけでございます。町といたしましては、学

校や保育施設、高齢者関係施設などに感染防

止対策を周知するなど全力で取り組んでいる

わけでございます。 

 ご質問の肺炎球菌は、高齢者に多い細菌性

肺炎の主たる原因菌と言われております。過

去のスペイン風邪においては、死亡例の多く

が細菌性肺炎を併発したということでありま

すが、現在は抗菌薬療法が発達しておりまし

て、同じようなことが起こることはないと言

われているそうでございます。 

 では、今回の新型インフルエンザについて

でございますが、重症化するおそれのある方

は、ぜんそくなど慢性呼吸器疾患や心疾患、

糖尿病、透析中の方など基礎疾患のある方と

言われているわけでございます。多くの患者

さんは軽症で回復されており、たとえ肺炎を

併発したとしても在宅で治療が可能である事

例が多いと報告されているそうでございます。 

 しかしながら、新型インフルエンザの流行

のピークが10月初旬から中旬と予想されまし

て、今後、細菌性肺炎の併発例が増加する場

合、高齢者やさきに述べました基礎疾患をお

持ちの方々が肺炎球菌ワクチンを接種するこ

とで重症化にならないなど、一定の予防効果

が期待できるという意見も報告されているわ

けでございます。 

 また、金沢医科大学病院高齢医学の専門医

にご相談いたしましたところ、肺炎球菌ワク

チンは二次性の肺炎の予防にはある程度の効

果はあるけれども、ワクチン自体は新型イン

フルエンザ発生とともに品薄状況になってい

るとお聞きをいたしました。これは、肺炎球

菌ワクチンが新型インフルエンザ対策に効果

があると、多くの方々に認識されているから

だと思うわけでございます。 

 このようなことから、町といたしましては

新型インフルエンザ対策の一環として、高齢

者が肺炎を患う主な要因となっております肺

炎球菌ワクチンの助成について、効果がある

と判断し、実施に向けて早急に検討してまい

りたいと思っております。 

 次に、インフルエンザ脳症に関連する質問

にお答えしたいと思います。 

 インフルエンザ脳症は、インフルエンザ感

染に伴う発熱の後に神経障害や意識障害を伴
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う最も重い合併症で、死亡したり後遺症が残

る場合があり、社会的にも大きな関心を今集

めているわけでございます。 

 新型インフルエンザによるインフルエンザ

脳症は、８月25日までに10例が国から報告さ

れております。今後、秋から冬にかけての感

染拡大が予測される中、乳幼児における流行

は避けられないものと考えられ、インフルエ

ンザ脳症の発症数の増加が危惧されるところ

でございます。 

 町といたしましては、議員のご指摘どおり、

ご両親がインフルエンザ脳症の症状の変化を

早期に発見をし、早期に受診対応できるよう

リーフレットを作成したり、子育て支援セン

ターや保育所、小学校で配布したり、乳幼児

健診等の案内通知に同封するなどして周知を

してまいりたいと思っているわけでございま

す。 

 また、インフルエンザにかからないことが

万全の予防対策になりますので、今後も感染

予防の啓発活動を引き続き行ってまいりたい

と思っていますので、ぜひご理解をいただき

たいと思います。 

 以上でございます。 

○議長【能村憲治君】 ３番、川口正己議員、

答弁が終わりました。答弁漏れございません

か。よろしいですか。 

○３番【川口正己君】 （議席より）はい。 

○議長【能村憲治君】 １番、生田勇人議員。 

   〔１番 生田勇人君 登壇〕 

○１番【生田勇人君】 議席番号１番、生田

勇人です。傍聴の皆様方におかれましては、

早朝より大変ご苦労さまです。 

 平成21年第３回定例会におきまして一般質

問の機会を得ましたので、通告内容に従い質

問したいと思います。 

 ます、質問に入らせていただく前に、９月

に入り全国的に新型インフルエンザの感染拡

大が懸念されている中、当町でもついに感染

が報告されました。夏休みの終了とともに児

童たちへの感染が大いに心配されるわけであ

りますが、今まで行ってきた感染予防の徹底

や感染拡大時の対応処理等、被害を最小限に

食いとめるよう町には指導、対応していただ

きたいと望むものであります。 

 さて、先月８月30日に衆議院選挙が行われ、

民主党が大躍進し、与党確定となったわけで

あります。地方のためにとそれぞれの地域で

努力、貢献してきた人たちがメディアの風に

乗って立候補してきた若い人たちに次々と敗

北してしまった姿を見て、これが本当に地方

のため、国のためになるのかなと私自身大変

疑問に感じさせられた結果でありました。 

 今年度執行される予定の補正予算につきま

しても、一部凍結が言われており、地方自治

体におきましては既に内示をいただいた補正

予算事業の執行や来年度予算編成においてま

だまだ先行き不安、混沌とした状況のことと

は思いますが、どこが与党になろうとどんな

政策を掲げるにせよ、町の利、すなわち町民

の利益、生命、財産を守り、将来に大きな負

担を任すことのない安心・安全、魅力ある内

灘町となるように今後も声を大にして取り組

み、また意見、提案していきたい、こう思う

ものであります。 

 それでは、質問に入らせていただきます。

私から通告してある質問は２点です。 

 まず１問目は、体育施設についてお聞きい

たします。 

 内灘町は、これまでスポーツによる体力づ

くりやコミュニティ活動育成のため、体育施

設の整備に積極的に取り組んでおられ、さら

に施設の有効活用として小中学校の体育施設

を開放するなど、町民スポーツの活動、発展

に寄与されてきました。私も小さいころより

その整備された体育施設を大いに利用してき

た一人であります。 

 しかし、老若男女、町内外を問わずたくさ

んの人たちが利用する体育施設のほとんどが

昭和56年６月１日より施行された建築基準法
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施行令の改正以前に建築確認申請し建設され

た施設で、いわゆる新耐震基準に適合しない

建物となっております。 

 そんな中で、体育施設においては義務教育

に準ずる施設として内灘町総合体育館が今年

度の国の補正予算を受け耐震改修される予定

となっております。この内灘町総合体育館は

内灘中学校と隣接し、中学生が体育の授業や

部活動で多く活用することから、さきに述べ

ました義務教育に準ずる施設として前もって

町が耐震調査、設計に取り組み、それにかか

る費用も算出していたことにより、町にとっ

て有利な条件の国の補正予算への申請提出期

限にその申請が間に合ったもので、大いに評

価するものであります。今後、政権与党がか

われど、国民の生命を守る、危険にさらして

はいけないというのは必須の事項であります。 

 当町においても、財政状況の厳しい中では

ありますが、内灘町総合体育館のようにいつ

何どき国から有利な条件での提示があるかわ

からない状況ではありますけれども、町民の

生命を守るという事項において迅速に対応で

きるよう、耐震調査と現在の施設利用状況に

基づく改修やバリアフリー化とあわせた耐震

改修設計や費用の算出を全体育施設において

実施し、今後、スムーズに耐震改修に取り組

めるよう備えていただきたいというものであ

ります。 

 次に、この体育施設についての２点目、総

合体育館についてであります。 

 現在、耐震改修を予定しております内灘中

学校横の内灘町総合体育館とは別に、最近の

多種多様なスポーツへの対応や、何より町民

の活力のために第２総合体育館を建設してい

ただきたいというものであります。とはいえ、

現在のどの地方自治体におきましても財政状

況が厳しく、当町も御多分に漏れずそういう

状況なのは町民の皆さんの周知するところで

はありますが、以前は当町に体育振興事業団

が存在し、日本財団初め幾つかの財団等より

補助金を受け、体育、スポーツ施設の建設に

取り組んでいたとお聞きします。 

 こうした補助金を給付する財団の多くは、

公共団体への補助事業は行っていないと聞い

ておりますので、そういった補助金等を積極

的に活用することのできる体育振興事業団的

なものを復活させ、総合体育館の建設に取り

組んではどうでしょうか。 

 最近では、家族ぐるみでスポーツに取り組

んでおられる方がふえ、特にお子さんの習っ

ているスポーツ教室などにはたくさんの父兄

の方々が応援等で見守っております。旧来は

スポーツさえできる体育施設でよいという考

えからか、応援席や観覧席が少ないといった

のが実情です。もし多種多様な対応のできる

スポーツ施設があり、アリーナ等も充実して

いれば、各種スポーツ大会の誘致にもつなが

り、そういった大会が実施されれば個々の競

技にも活力がわくことでしょう。それが内灘

町のスポーツ全体の活力と繁栄につながると

思います。 

 ここ最近は、当町の各種スポーツ全国大会

への出場を見ましても、少し寂しい思いもあ

ります。やはりスポーツに活力のある町は町

そのものの活力があるように思いますので、

スポーツの町内灘の復活とさらなる飛躍を目

指して、また多くのスポーツ愛好者が安心・

安全に取り組めるよう、体育施設について２

点質問させていただきました。町の今後の取

り組みと方針をお聞きいたします。 

 続いて、次の質問に移ります。２問目の質

問は、内灘中学校に平成10年９月から導入さ

れました心の教育相談員であります。 

 内灘中学校においては、文部科学省の示す

１校18学級という上限を長きにわたって上回

っており、現在は24学級という状況でありま

す。心の教育相談員が導入されてから約10年

間は１名という配置体制であったわけですが、

平成20年２月にゆとりの中で未来を拓く教育

推進会議から、教材や備品等の物的支援とと
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もに、人的支援を含めた教育環境の整備を推

進するよう提言が出されたことを受け、町長

は人的支援としてそれまで１名であった心の

教育相談員を２名増員し、合計３名に拡充さ

れました。 

 その３名の方々はいずれも教員免許を持っ

ておられる方で、退職などによる教育現場の

経験者と伺っております。それまでの１名の

勤務体制では、学校規模から見ましても悩み

を持つ生徒への対応や把握に時間が限りがあ

り、相談員の負担も大きかったのではないか

と感じられましたが、３名に拡充し２名が常

勤体制をとることで多くの相談が受けられる

とともに、気にかかる生徒への声かけなど担

任の先生ともより連携し、中学校でのきめ細

やかな生徒指導や教科指導、教育相談体制の

充実が図れることと期待しております。 

 こういった町の取り組みは、少しでも悩ん

でいる子供たちの負担を取り除いてあげるこ

とや不登校の予防にもつながるなど、重要な

学校支援、生徒支援であると考えます。この

支援が今後、財政的な事情や首長交代等の事

由によりなくなってしまうことではいけない、

こう思うものであります。 

 全国の先進的な自治体では、これを明文化

して制度として確立している自治体もありま

す。当町でもこの心の教育相談員の施策を人

員数や取得資格、経験、そしてその役割等の

基準を設け、制度化するべきでないかと考え

ます。 

 中学校という時期は多感な時期です。勉強、

部活動、友人関係、そして家庭環境等におい

て大小さまざまな悩みを抱えている生徒が多

くいることと思います。そういった悩みの相

談を受けたり、察知してあげながら、よりよ

い方向性や答えを導き出してあげるのが心の

相談員の役割、そして教師の役割だと認識し

ます。町として教育現場の支援、そして何よ

り少しでも悩みを持つ生徒への支援を継続し、

よりよい内灘中学校の環境づくりに取り組ん

でいくのなら、今後の継続をどのように考え

ていくのか、制度化する意思はないかをお聞

きいたします。 

 町長初め関係部課局には明解な答弁をお願

いしまして、以上で私の質問を終わらさせて

いただきます。 

○議長【能村憲治君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 生田議員の一般質

問にお答えしたいと思います。 

 私からは、体育施設に関する質問にお答え

したいと思います。 

 本町が所有いたします建築物の耐震調査に

つきましては、議員各位のご理解をいただき

ながら、ここ数年は義務教育施設の耐震化に

最優先に取り組んでまいったわけでございま

す。おかげさまで、ことしの夏休みで西荒屋

小学校の耐震大規模改修工事が完了し、すべ

ての町立学校の耐震化工事が完了したことは

ご承知のとおりでございます。 

 総合体育館につきましては、中学校の体育

館としても使用していることから、義務教育

施設に準ずる施設として平成19年度に耐震調

査を終了しておりまして、今年度、国の補正

予算を受けて改修工事の実施を予定している

ところでございます。その他の体育施設につ

きましては、文化会館など町の施設全体の緊

急度や優先度を見きわめながら、順次、耐震

調査を実行してまいりたいと考えているわけ

でございます。 

 次に、新しい総合体育館の建設についてお

答えしたいと思います。 

 スポーツの活性化の度合いは、その自治体

の活力のバロメーターであると、こんなふう

に言われております。また、教育が究極的に

求めているのは人格の完成であり、知育、徳

育、体育、そんな３つのバランスのとれた人

格の育成こそが時代を超えた教育の目標とな

っているわけでございます。 

 そうしたことから、体育施設はまちづくり
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の前提条件としての人づくりのために整備す

べき極めて基礎的な施設であると、こんなふ

うに考えているわけでございます。 

 生田議員のご質問の新しい総合体育館の整

備につきましては、本町スポーツの活性化を

支える最も象徴的で実効性を伴った施設であ

りますが、そのスポーツ施設で豊かで強靱な

身心の子供たちがはぐくまれることを思うと、

それは単なる施設整備にとどまるものでなく

て、内灘町の未来のための重要なインフラ整

備であり、またこれからの内灘町の発展を支

えるための大切な投資であると考えておりま

す。 

 したがいまして、新しい総合体育館の建設

につきましては、町民の皆様の要望等も踏ま

えながら、有利な財源獲得の手法など情報収

集等に努めながら、今後ともでき得る限り前

向きに取り組んでまいりたいと考えているわ

けでございます。 

 私からは以上でございます。 

○議長【能村憲治君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 生田議員の心の教

育相談員についてのお尋ねにお答えをいたし

ます。 

 生田議員のご質問でも述べられておられま

すように、本町におきましてはゆとりの中で

未来を拓く教育推進会議からの提言を受け、

昨年度から内灘中学校の教育環境をさらに改

善するという目的で、心の教育相談員を３名

体制に拡充をいたしているところでございま

す。 

 この拡充策によって、子供たちへの声かけ

の充実や子供たちの心に寄り添った相談がで

きるようになり、この結果、子供たちが安心

して学べる良好な教育環境づくりに日々努力

を重ねている学校現場に大きな貢献をしてい

るところでございます。 

 また、本町ではこの心の教育相談員のほか

に町内の小中学校の通常の学級において学習

障害や軽度発達障害などにより学習面や行動

面で支援の必要がある児童生徒に対して、特

別支援教育支援員を配置しておりまして、学

校支援を行っているところでございます。 

 今後も、子供たちに対してきめ細やかな指

導や相談ができるよう、心の教育相談員はも

とより、特別支援教育支援員も含めて、適正

な要員配置ができるよう取り組んでまいりた

いと考えております。 

 なお、生田議員ご指摘のこうした支援制度

の必要性につきましては十分に認識いたして

おりまして、私どもといたしましてもでき得

る限り早期に明文化した要綱等を定めたいと、

かように考えておりますので、ご理解を賜り

たいと思います。 

 以上です。 

○議長【能村憲治君】 １番、生田勇人議員、

答弁が終わりました。よろしいですか。答弁

漏れございませんか。 

○１番【生田勇人君】 （議席より）はい。 

○議長【能村憲治君】 ９番、清水文雄議員。 

   〔９番 清水文雄君 登壇〕 

○９番【清水文雄君】 皆さん、おはようご

ざいます。傍聴の皆さんには大変ご苦労さま

でございます。会派社民クラブの清水でござ

います。 

 通告に従いまして質問をいたしますので、

町長初め担当部課長の皆さんにおかれまして

は、前向きな答弁をお願いをいたしたいと思

います。 

 質問に入る前に、私のほうからも先日行わ

れました衆議院総選挙、８月30日に実施がさ

れました。ご存じのとおり今回の総選挙の争

点というのは、これまでの自公政権による小

泉構造改革路線の継続か、それとも政権交代

と同時に政治の転換、そして具体的政策の転

換を図って新しい政治をつくっていくのかと

いうことが問われたのだというふうに思って

おります。 

 結果は、先ほどからもございますとおり、
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政権交代で政治を変えてくれという声が大き

く聞かれまして、それが民主党への、私から

見たら爆風になって政権交代が実現をいたし

ました。 

 ご存じのとおり、社民党、民主党、国民新

党による連立政権協議も昨日合意をいたしま

して、16日には鳩山新政権が誕生する予定に

なっております。まさに歴史に残る平成維新

とも言える新しい政治のスタートであります。

連立政権の中身については、きょうの新聞に

も報道されておりました。小泉内閣が主導し

た競争至上主義の経済政策を初めとしたこれ

までの相次ぐ自公政権の失政によって、国民

生活、地域経済などがめちゃくちゃに破壊を

されたと。そして、雇用不安が増大をして社

会保障、教育のセーフティネットがほころび

を露呈していると。国民からの負託は税金の

むだ遣いを一掃し、国民生活を支援すること

を通じ、国の経済社会の安定と成長を進める

という施策を実施をしていくということであ

ります。 

 具体的には家計に対する支援というものを

最重点として位置づけていますし、国民の可

処分所得というものをふやして消費の拡大に

つなげていくと。さらには中小企業、農業な

ど地域を支える経済基盤を強化をして、年金、

医療、介護など社会保障制度や雇用制度を信

頼でいる維持可能な制度へ組みかえていくと

いうことであります。 

 さらには、地球温暖化対策として低炭素社

会構築のための社会制度の改革、新産業の育

成等を進め、雇用の確保を図る。そして、こ

れらを展開することによって日本の経済を内

需主導の経済へと転換を図って、安定した経

済成長を実現をして、まずは国民の生活を立

て直していく。それを図っていくということ

が柱になっております。 

 したがって、これらのことからも明らかな

とおり、地方においてもこれからより一層進

められるであろう地方主権、先ほどからも出

ておりますけれども、地方主権の推進という

ものが図られるというふうに思いますし、そ

の中で地方の自治体が政治の転換、具体的な

政策の転換を図っていかなければならないと

いうふうに思うわけでございます。 

 内灘町の選挙結果からも町民はそのことを

求めているのでありますし、八十出町長、八

十出町政の原点は、一党一派に偏らない町民

党が公約であったはずであります。町長は、

今回のこの選挙で、一方の自民党候補を応援

をされていました。八十出町長あるいは八十

出町政のこの原点、一党一派に偏らない町民

党、その公約をこの原点を忘れることなく、

またぶれることなく今後町政運営をやってい

ただいて、先ほど生田議員のほうからもござ

いました。まずは町民の幸せ、町民の福祉の

向上というものに向けてさらに強固に町政運

営がなされることを期待をいたしまして、具

体的な質問に入らせていただきます。 

 まず１つは、保育所民営化について質問を

させていただきます。 

 町立保育所民営化は、内灘町立保育所民営

化検討委負会で約１年の間検討がなされ、３

年前の2006年12月に内灘町立保育所民営化に

関する報告書が出されております。それに基

づいて、今、町内の町立保育所の民営化が推

進を図られているわけでございますけれども。 

 その民営化への理由として、まず１つに、

町立保育所の町内保育所の数ですけれども、

７カ所のうち６カ所が築30年以上を経過をし

老朽化が進んでいるということ。２つ目には、

現町立保育所の建物及び保育士の勤務体制で

は、多様化する保育ニーズに対応ができない

ということを挙げておりますし、３つ目には、

2004年度からの小泉改革による三位一体改革

の一環として、公立保育所の運営費国庫負担

が一般財源化をされまして、当町の町立保育

所運営費の国庫負担が2004年から年間7,000

万円の減額になったということが挙げられて

います。４つ目には、町の行財政改革の一環
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として、児童福祉分野においても効果的な財

源の活用が挙げられていました。 

 ９月８日の新聞各社には、厚生労働省が発

表した保育所の待機児童が都市部を中心に増

加していることを取り上げ、不況で収入が減

って、子供を預けて夫婦共働きの家庭等がふ

え、施設整備が追いつかないという現状を伝

えているわけでございます。石川県内の待機

児童者数はゼロということでございまして、

しかし勤労者が多く、保育児童を抱えた共稼

ぎの家庭が多いこの内灘町では、ますます保

育行政の充実が求められているわけでござい

ます。 

 同時に、さきの衆議院選挙での政権交代に

よる政治の転換、具体的政策の転換によって、

あの自公政権の小泉内閣による構造改革路線

からの脱却が図られ、国として保育所行政の

充実というものが新政権によってさらに図ら

れるものというふうに思いますし、期待をし

ているところでございます。 

 さて、町の保育所民営化の取り組みは、現

在、緑台保育所の千鳥台地区での民設民営化

が中断をいたしております。 

 私は、昨年の９月議会、ちょうど１年です。

９月議会で、性急にして一気に民営化を進め

ようとする町の方針について質問をし、保育

所の民営化は性急な計画が先行して機械的に

進められるものではない。民設民営化に当た

って最も重要視しなければならないのは、情

報公開を行って、児童を主体とし、保護者や

地区住民の意見や要望を聞きながら、信頼関

係のもとに進めていくべきだと。とりわけ、

緑台保育所、鶴ケ丘保育所、鶴ケ丘東保育所、

そして大根布保育所の民設民営化は、その範

囲が幾つもの町会にまたがり関係するだけに、

行政からの押しつけではなく慎重に進めるべ

きだと求めたのであります。 

 こうした中での中断は、実際に来年度の開

所、入所を心待ちにしていた新入園児を初め、

現在、通所していらっしゃる園児、保護者の

皆さん、そして私自身も残念でなりません。 

 今後、保育所民設民営化の取り組みは、今

回の町としての取り組み方をきちっと総括を

して、スムーズに進められることを期待を込

めて、これまでの経過及び現状と今後の進め

方についてまずはお尋ねをいたします。 

 また、全体計画では目標年度である2013年

（平成25年）に変更は、その目標に変更はな

いのか。さらに、千鳥台地区での民設民営化、

そして鶴ケ丘、鶴ケ丘東、大根布の各保育所

の民設民営化の具体的実施計画というものは

はどのようになっているのでしょうか。お聞

きをしたいと思います。 

 同時に、内灘町町立保育所民営化検討委員

会報告では、移管法人等の選定条件で附帯事

項がついております。移管法人等の募集につ

いては、内灘町の保育状況、内灘町の環境に

ついて十分把握している町内の社会福祉法人、

学校法人等で保育実績がある団体が望ましい

というふうに附帯事項がつけられているわけ

でございます。私ももちろん、このとおりで

進めなければならないというふうに思います。

それにこしたことはないわけでありますけれ

ども、限られた条件の中では限界もあるので

はないかなというふうに思うわけでありまし

て、したがってこうした計画の推進には柔軟

性を持って対応することも必要なんではない

かなというふうに思います。 

 移管法人等の選定に当たっては、町内の法

人を優先しながらも、困難な場合は町外等の

法人等へも広げる考えがあるのかどうか、お

聞かせいただきたいと思います。 

 ２つ目の質問に移らせていただきます。先

ほど町長自身も重要だというふうに言われて

おります景気低迷の中での雇用対策について

であります。 

 この質問は、６月議会に引き続き、またま

たやるわけでございますけれども、皆さんし

つこいというふうに思われるかもしれません

けれども、内灘町は勤労者が多い町であるだ
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けに雇用の状況というのは深刻だというふう

に認識をいたしております。それだけに現在、

雇用に対する問題が重要であるわけでござい

まして、ご理解をいただきたいというふうに

思います。 

 県内の雇用情勢については、町長の提案理

由でもありました。先日、県が発表した７月

の有効求人倍率が過去最低の0.47倍、完全失

業率が４月から６月の平均で4.4％というこ

とで、極めて厳しい状況でございます。 

 県の出張生活・就労相談というのが内灘町

役場でも開催をされまして、これまでに３回

の開催で延べ10人の方が相談に利用をされた

ということでございます。加えて、直接県の

ほうの窓口へ私たちこの内灘町の人が23名も

相談をされているということでございます。

行政の相談窓口でもそうであります。私ども

が独自にやっている相談でも、この町内の方

が相談に何人かいらしております。こうした

数値を見ても、雇用対策に対する町民の切実

さと、町への雇用対策に対する期待が読み取

れるのであります。 

 県の出張生活・就労相談をさらに充実させ

活用していかなければならないというふうに

思うわけでございますけれども、町の考えを

お聞かせをいただきたいと思います。 

 加えて、今年度に入ってからの緊急雇用創

出事業及びふるさと雇用再生特別交付金事業

の進捗状況についてお尋ねをいたします。 

 私は、６月議会で町単独での雇用対策事業

を求めました。しかし、町は国の緊急雇用対

策事業に全力で取り組んでいるからというこ

とでございました。雇用対策は９月補正でと

の姿勢もあったというふうに私は記憶をして

おります。 

 そして、今議会へ提出されている補正予算

では、県からのふるさと雇用再生特別基金事

業補助金、これが75万2,000円をＮＰＯプラッ

ツで１人、緊急雇用創出事業補助金265万

2,000円あるわけでございますけれども、これ

を町立保育所へ２人、期間は６カ月、子育て

支援センターへ２人、期間は３カ月、図書館

に１人、期間は３カ月、観光産業に２人、期

間は３カ月の各人数と期間でそれぞれ雇用を

するということが示されております。 

 しかし、私はこうした事業を評価をするわ

けでございますけれども、雇用期間が３カ月

程度という短くていいのか。本当の意味での

雇用対策になるのかが疑問に思うわけでござ

います。延べ人数というものを多くして、言

い方は悪いんですけれども実績を上げるだけ

ではなく、雇用期間を延長して絞り込んでい

くことも大事なんではないかなというふうに

思います。町の考えをお聞かせいただきたい

と思います。 

 さらに補正予算では、これは総務費で労働

者派遣委託料として626万1,000円が計上され

ていまして、その中身が育児休業者、この庁

舎内の職員の皆さんの育児休業者の補充で２

人、退職者の補充で１人、さらに産業振興課、

企業立地が多忙だということで１人の計４名

を計上されています。 

 この間の確認では、労働者派遣委託は専門

的な職種及び育児休業者の補充等であったと

いうふうに私は思っております。業務多忙の

ためとか退職者の補充等については、今の雇

用情勢の中でやっぱり考えるべきなんじゃな

いかなと。町が直接雇用にして町の人を雇い

入れる、そんな姿勢も大切なんではないかな

と。町の直接雇用で町内の人を優先に雇用す

べきだというふうに思っています。現在の雇

用状況の中ではそんなことも大切なんではな

いかなというふうに思うわけでございまして、

そのことが雇用対策につながり、町の一つの

姿勢にあらわれ、町民の期待にこたえられる

んではないかなというふうに思います。 

 雇用対策については、その直接雇用の考え

方についてもお聞きをいたしまして、雇用対

策について終わらせていただきたいと思いま

す。 
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 最後の質問です。空き家及び建物の安全対

策についてです。 

 長引く不況の影響もあって、町内にも空き

家及び建物がふえてきました。気になるのは、

そうした建物の安全対策に向けた管理であり

ます。具体的に言いますと、向粟崎２丁目367

の建物、2003年に空き家となりました。年数

がたつにつれて窓等が傷み、建物の中へだれ

でも入れるようになっていました。昨年、2008

年には不審火による火災も発生をいたしてお

ります。建物の一部、室内の一部を焼いただ

けであったわけでございますけれども、その

後、管理者の方が建物に入れないように窓を

ふさいだりされていたわけでございますけれ

ども、また破損をしてだれでも入れるように

なっています。 

 再び何かあってからでは大変でございます

し、町全体としてそうした建物の管理のあり

方についてもきちっと管理者に対して指導強

化をしていっていただきたいというふうに思

うわけでございます。 

 以上、町の考えをお尋ねをして、私の質問

を終わらせていただきます。前向きな答弁を

お願いをいたします。 

○議長【能村憲治君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 清水議員の一般質

問にお答えしたいと思います。 

 私からは、雇用対策についてお答えしたい

と思います。 

 まず１点目の、県の就業支援相談窓口につ

いてお答えしたいと思います。 

 現在、内灘町役場におきまして月２回、お

おむね第２、第４木曜日に開催しておるわけ

でございます、その生活・就労出前相談は、

ことし４月に石川県と石川労働局が共同で設

置したいしかわ求職者総合支援センターから

の出前相談でありまして、相談者の環境に合

わせた職の探し方のアドバイスや、適切な支

援機関の紹介などきめ細かに対応していただ

いているわけでございます。 

 これまで清水議員ほか、他の議員からも一

般質問で幾度も雇用相談窓口を設置せよとの

ご意見でございましたが、町で相談を受ける

となりますと個々の事情に応じて専門的で、

しかも的確な対応が求められることから、町

独自で窓口を設置してはいなかったわけでご

ざいます。しかしながら、６月定例会後、県

の就業支援相談窓口の市町への出前相談制度

が可能となり実施をしたものでございます。 

 利用状況につきましては、ご質問の中にも

ございましたように、役場庁舎内で３回開催

をし延べ10名の方が、また県の支援センター

では８月末現在で内灘町の方が23人ご相談を

受けていると伺っているわけでございます。 

 今後につきましては、来年３月まで月２回

の相談窓口の開催を予定をしており、この相

談窓口を大いに活用することで求職者の生活

の安定と再就職に向けた的確な対応をしてま

いりたいと考えているわけでございます。 

 また、相談窓口の活用を図るためのＰＲに

も努め、困っている人が一人でも多く利用で

きるよう努めてまいりたいと考えております。 

 続きまして、２点目の緊急雇用対策事業の

進捗状況でございますが、当町では、県の基

金を活用して今年度から３カ年間で実施する、

継続的に新たな雇用を生み出すことを目的と

したふるさと雇用再生特別基金事業と臨時的

な雇用を創出する緊急雇用創出事業を合わせ

て延べ79名の新たな雇用の創出を実施または

計画をしているわけでございます。 

 その進捗状況ですが、ふるさと雇用再生特

別基金事業につきましては、現在４名を雇用

しているわけでございます。今後、先ほど清

水議員もおっしゃいましたが、ＮＰＯ法人プ

ラッツうちなだで町民の体位向上につなげる

事業のため１名の職員を雇用する計画をして

おります。 

 それから、緊急雇用創出事業につきまして

は、これまで15名を雇用しております。今後、
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公立保育所の施設安全点検業務で２名、子育

て支援センター子供預かり業務で２名、図書

館図書修理業務で１名、町観光施設修景整備

業務で２名、合計７名の雇用を計画している

わけでございます。今後の計画につきまして

は、いずれも今回の定例会で補正予算をお願

いしているものでございます。 

 雇用期間につきましては、ふるさと雇用再

生特別基金事業で最長23年度末まで更新継続

が可能であります。一方、緊急雇用創出事業

につきましては、次の職が見つかるまでのつ

なぎのための雇用という趣旨から、最長６カ

月となっておりますので、ご理解をいただき

たいと思っております。 

 先日の新聞報道にもありましたが、石川県

の雇用情勢は大幅に悪化しているとのことで

す。これまで取り組んできております雇用対

策業務の継続と仕事につけずに大変困ってい

らっしゃる求職者の方々のためにも、計画を

しているこれらの雇用対策事業に早急に取り

組んでまいりたいと考えているわけでござい

ます。 

 なお、派遣職員の採用につきましては、本

町では職員の産前産後の休暇、育児休暇及び

病気休暇など予測できなかった事態を生じた

ことで、その欠員により事務事業の遂行に支

障を来すことを防ぐために短期間に限定し、

応急的かつ緊急的な対応策としてとらえてい

るわけでございます。 

 今期定例会で上程させていただきました派

遣職員の補正予算は、予測できなかった状況

が発生したことに伴い、来年４月の職員採用

までの期間について素早く対応したいとの思

いから計上させていただいたものであります。

ぜひともご理解をいただきますようにお願い

いたしまして、答弁とさせていただきます。 

○議長【能村憲治君】 川口克則町民福祉部

長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 私からは、

清水議員ご質問の保育所民営化についてお答

えいたします。 

 町立緑台保育所の民設民営化についてのこ

れまでの経過及び現状と今後についてでござ

いますが、平成22年４月の開所に向けて千鳥

台地区での建設を計画しておりました。しか

し、移管法人が決定していたにもかかわらず、

町の説明不足もあり、近隣住民の方のご理解

が得られず、移管法人の辞退という結果とな

りました。 

 地元住民の方々を初め、関係各位にご迷惑

とご心配をおかけしていることに対しまして、

深くおわび申し上げます。 

 町といたしましては、今後、千鳥台地区で

の保育所建設場所を千鳥台町会とともに慎重

に検討し、町会並びに近隣住民の皆様のご理

解が十分に得られた時点で決定し、保育所開

設に向けての準備を進めてまいりたいと考え

ております。 

 次に、全体計画のあり方でございますが、

民設民営化の目標年度を平成25年として、残

りの鶴ケ丘、鶴ケ丘東、大根布の各保育所の

進め方につきましては、千鳥台地区での反省

を踏まえ、地元町会、保護者の皆様、建設予

定地の隣接住民の方々の合意が十分に得られ

た時点で、順次進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 また、移管法人等の募集につきましては、

議員ご指摘のとおり、今後柔軟に対応してま

いりたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長【能村憲治君】 津幡博消防長。 

   〔消防長 津幡博君 登壇〕 

○消防長【津幡博君】 私からは清水議員ご

質問の空き家及び建物の安全対策についてお

答えいたします。 

 議員ご指摘の向粟崎２丁目367番地の空き

家建物につきましては、平成15年ごろから休

業状態となっていたものでございまして、平

成20年10月に火災となったものでございます。
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火災に至った要因としまして、建物内に容易

に出入りできる状態となっていたこともあり

まして、火災発生直後に所有者に対しまして

火災予防上危険であるということから、出入

りできないような措置を講ずるよう指導いた

しました。 

 現在はその措置が不十分な面もあることか

ら、所有者に対しまして警察と連携を図りな

がら指導を強化しているところでございます。 

 また、町内のその他の空き家につきまして

も、町の広報紙等を活用いたしまして町民の

皆様のご理解、ご協力を得ながら、火災予防、

安全対策に努めてまいりたいと思いますので、

ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長【能村憲治君】 ９番、清水議員、答

弁が終わりました。よろしいですか。 

○９番【清水文雄君】 （議席より）雇用対

策で１点お願いしたいんですけれども。 

 今、町長の答弁で県からの補助金で、緊急

雇用対策というのが来ておって、それを使っ

てやって、その期間が６カ月間の雇用という

ことで、そういうふうに枠がかかっておると

いうことだから、緊急的な職が見つかるまで

の雇用対策として期間６カ月だというふうに

言われたわけですけれども、私が考えるには、

町が例えば６カ月間ならまたそこに上積みを

して延長することも可能だと思うんですよ。 

 そういう県だけの補助金じゃなくて、財政

大変なんですけれども、補助金じゃなくて町

単独の直接雇用みたいものも考えていくこと

が、ここで暮らしている人が町に税金を納め

てやっておるんですから、町としての雇用対

策としての姿勢につながるんではないかなと

いうふうに思うわけですけれども、そんな方

法も検討して、ぜひとも前向きな雇用対策と

いうものを、具体的に町が示す雇用対策を示

していただきたいということをこの間申し上

げておるんですけれども、その点については

よろしくお願いいたします。 

○議長【能村憲治君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 清水議員の再質問

にお答えしたいと思います。 

 今ほど雇用問題について再質問ございまし

た。冒頭にも申しましたように、雇用状況は

非常に厳しいということでありまして、清水

議員おっしゃる、町といたしましても単独で

雇用を得るような、そんな姿勢が必要なんで

はないかということでありました。 

 もちろん、清水議員おっしゃるとおり、町

としてもそんな方針を立てたいという思いは

いっぱいでありますが、なかなか厳しい財政

事情の中でそこまで達し得なかったというこ

とは事実でありますが、今おっしゃられまし

たように、例えば６カ月のものを３カ月間プ

ラスして９カ月とか、１年間に延ばすとか、

そんな意味での町の支援、こんなことは考え

なければならないというふうに我々も感じて

いますので、議員のご指摘をしっかりと受け

とめて具体的に検討していきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長【能村憲治君】 ９番、清水議員、よ

ろしいですか。 

○９番【清水文雄君】 （議席より）はい。 

○議長【能村憲治君】 10番、水口裕子議員。 

   〔10番 水口裕子君 登壇〕 

○10番【水口裕子君】 では、一般質問させ

ていただきます。 

 衆議院議員選挙が終わりました。何をして

いても、どんなことをしていても一向に変わ

ることなく五十有余年続いてきた自民党政治。

それに対して有権者が自分たちの持っている

力を自覚し、はっきりとノーの意思表示をし

た初めての歴史的な選挙でした。まさに有権

者参加だったのです。 

 長く続くと汚い脂がついてメタボになり、

動脈硬化や癒着が起こるのはどんな組織や人

にもあることでしょうが、権力のくっついて

いる政治では特に心していかなければならな
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いことだと思います。同じことは、今回、政

権の座に着く民主党のこれからにも言えるこ

とだと思っています。 

 自分たちにこそ変える力があるのだと気が

ついた有権者の方たちが、これからのいろん

な選挙でどういう選択をしていくのか。今ま

でとは違って有権者と政治家の間に交代させ

られる、交代させるという緊張感が常にある。

そんな状態を期待したいと思います。そのた

めに、私たちはしがらみに惑わされず、しっ

かりと見ていく責任ができたと思っておりま

す。 

 先ほど生田議員が「メディアの風に乗って

出てきた若い人たちだ」というふうな言い方

をされましたけれども、それは４年前にも同

じようなことが起こっていたわけで、そんな

方たちがどんな議員活動をするのか、この４

年間有権者がしっかりと見てきた結果が今回

あらわれていたのではないかと思います。 

 今、当選した方たちもそういうことをよく

わかって、特に切磋琢磨して、これから４年

間議員活動をしていただきたいものだと思っ

ております。 

 特に、この石川３区から当選した民主党の

若い議員は、風に乗ったという、そういう方

ではないと私は信じております。 

 さて、清水議員もお話しされましたけれど

も、それで長くは申しませんが、町民党であ

ったはずの八十出町長も住民がしっかりと見

ていると思います。これからも住民の声を真

摯に受けとめていただいて、今後、内灘町民

のナビゲーターとして今までどおりしっかり

と道の真ん中を歩いて、私たち住民を惑わせ

ることのないナビゲーターをしていただける

ものと信じておりますので、今後もよろしく

お願いしたいと思い、質問に移らせていただ

きます。 

 今回の選挙の中で残念なことは、相変わら

ず若い世代の投票率が低い。棄権する人が多

いと言われていることです。９年前の森元総

理の「無党派層は寝ていてくれたほうがいい」

という発言の状態がいまだに続いているわけ

です。てんつくマンという青年は、「動けば

変わる」と若い世代の奮起を促しております。

まさに動かなければ変わらないのです。政治

に対して白けている若い世代に、これからの

未来を使うのはあなたたちです。だから、あ

なたたちで選んでいかなければならないんで

すということを自覚してほしい。そのために

は、「寝ていておくれ」と子守歌を流すので

はなく、「起きてよく考えて動け」というメ

ッセージを送らなければならないと思います。

学校で教育するのも大切ですが、一つの方法

として選挙の立会人に新成人を選ぶというこ

とを提案させていただきたいと思います。 

 インターネットで調べてみたら、全国各地

で若者の立会人というのが取り入れられてお

りました。例えば、明石市では若い人たちの

選挙に対する関心を高めるとともに、親しみ

のある投票づくりを目指して20歳代の立会人

を公募しています。期日前投票の立会人には

世代を問わず一般の方たちも公募しておりま

した。 

 内灘町では成人式の決議文に、新たに有権

者となって選挙に参加する新成人の決意が述

べられております。それを受けまして、成人

式の場で選挙管理委員など有識者の方から選

挙に参加することの大切さ、この新成人の中

から投票立会人が出ることの意味を説いてい

ただいて、意識づけ、動機づけをした上で選

挙のときに公募などを実施していただきたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

 選挙がある年でもそうでなくても、この成

人式でのお話は必ず行われるものにしていた

だきたいのです。全国的には20歳代の青年か

ら募集しているところが多いようですが、た

だ募集だけしていてもしようがない。解散総

選挙などはいつあるかわからないわけですし、

住民によるリコール選挙などがあったという

歴史もこの町にはあるのです。毎年、投票権
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の得られる成人になったときにしっかりと意

識づけをしておくという、そういうことに意

味があると思います。 

 新成人に投票の立会人を、これをぜひ実現

していただきたいと思いますが、いかがでし

ょうか。町のお考えをお伺いいたします。 

 次は、町の施設での飲食に関してお尋ねい

たします。 

 福祉センターの飲食や宿泊部門が廃止され

て、住民が集まって物を食べられるところが

サイクリングターミナルだけになってしまい

ました。気軽にお弁当を食べたりお茶を飲ん

だり、いろんな各種団体でできる場所が町の

中にあればと思います。 

 地域の拠点として内灘町には各町会に公民

館があります。もっと気軽に使えるようにで

きないでしょうか。公民館について規定した

社会教育法で、公民館を教育施設と位置づけ

ているので全国的には飲食を認めていないと

ころも多い中で、内灘町は町会や公民館に属

する団体であれば飲食を認めている点は評価

できます。けれど、所属のない任意団体であ

れば大体が許可されておりません。 

 例えば、７月に海岸でキャンプファイヤー

を実施したグループは、日赤ボランティアさ

んがつくってくださったカレーライスを、も

し雨が降ったとしたらどこで食べるのかが問

題になりました。あちこち探して、結局、役

場の駐車場で食べるということになりました。

夕方すごい雨が降りましたが、祈りが通じた

のか、よこさいやゲームを楽しみ、カレーも

海岸で食べることができました。でも、雨が

上がらなかったときのことを考えたら、やっ

ぱりちょっとハテナです。 

 また、ある同好の趣味を持った町民団体が

打ち上げ会を公民館を借りてしていました。

しかし、職員がかわったとき、そこの町会や

公民館の所属団体ではないので利用は認めら

れないと言われました。それが正しい対応だ

ったのですが、でも腑に落ちません。 

 この２団体とも内灘町全域から集まってい

る団体で、メンバーが一つの地域に集約され

ていず、それがかえってハンディになってい

るように思えました。公民館が各町会に１つ

ずつ整備されていることが、かえって町会一

つがまとまってしまうという、そういうふう

なことを、まとまり過ぎるということを誘発

することになったりすると残念です。 

 町会や公民館の行事が優先だということに

異論はありませんが、あいている日であれば

町会に所属しているとかいないとかを問わず、

住民の交流のために任意団体でも利用して交

流、飲食できるようにするべきではないでし

ょうか。 

 町がホームページや封筒、コミュニティバ

スへの広告などいろんな方法で増収を図って

いる時代です。行革の一環として、公民館も

利用料金、つまり収入をふやすために利用条

件の緩和を検討すべきときが来ているのでは

ないかと思いますが、いかがでしょうか。昔

のように近所の家に集まっておしゃべりする

というふうなことがない昨今です。ご近所五、

六軒が集まって井戸端会議をするために利用

してもいいじゃないかと思うんですが、いか

がでしょうか。 

 また、文化会館や町民ホールでは利用団体

の規制が緩和され、飲食も許可する方向だと

総務委員会で答えていただいていましたが、

どうなったのか。検討の結果を皆さんにしっ

かりと広報していただきたいと思います。特

に文化会館は内灘町公民館との位置づけがあ

り規制も強いようですけれども、どこにも公

民館の看板はないし、もっと柔軟な対応がで

きるのではないかとその対応を望んでおりま

す。いかがでしょうか。 

 最後に、各種イベントなどで使う使い捨て

容器についてお尋ねいたします。 

 「つわものどもが夢の跡」と申しますが、

それがぴったりで、楽しかったイベントの後

はいつも使い捨ての皿やコップが山となって
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おります。資源の無駄遣いをやめ、ごみの処

理経費とごみとして処理されるときに出る二

酸化炭素削減の意味からも、この使い捨てを

減らしたいとずっと思ってきました。 

 山梨県増穂町にスペースふうというリユー

ス食器のレンタルを事業化したＮＰＯがあり

ます。イベント参加団体はそのＮＰＯスペー

スふうからお皿やコップを１個25円前後で借

り出します。そして、イベント会場では容器

に100円の料金を上乗せして販売し、お客さん

は容器を返却するのと引きかえに上乗せした

100円を返金してもらうのです。これをデポジ

ット方式と言っております。汚れたものはコ

ンテナにそのまま入れて山梨県のスペースふ

うに返すだけです。この方法で2007年度に全

国で385件、68万個の使い捨て食器のごみを減

量したということです。40トン以上の二酸化

炭素削減にもなっています。 

 2004年から「使い捨て食器のごみのないス

タジアムをつくろう」ということを合言葉に、

サッカーのＪリーグ、ヴァンフォーレ甲府の

ホームゲームでもこのスペースふうからリユ

ースカップを導入しているそうです。 

 でも、一々山梨から送ってもらうのでは環

境によくないばかりでなく、不経済です。こ

の方式から学んで、町が容器をそろえて貸し

出す方法を提案したいと思います。もちろん、

町民には無料で。町がこのような食器を持っ

ていれば、災害時の役にも立つでしょう。す

ぐに大きなイベントで実現するのは無理でし

ょうから、一つのステップとして石川県が持

っているピカピカ号を利用することから始め

てはどうでしょう。ピカピカ号とは、再利用

できるプラスチック食器200名分と食器洗浄

器などを２トントラックに積み込んで、使い

捨て食器のごみを出さないために県から各種

イベントに貸し出されるものです。このピカ

ピカ号を町内各種のイベントで使うように奨

励して、まずはデポジット料金を上乗せした

リユース食器というものの浸透を図ってはい

かがでしょうか。 

 また、マイカップ持参の方にはビールやジ

ュース代金の割引をするなどして、マイ皿、

マイカップ、マイはしなどの持参を勧める団

体を優遇するということも有効ではないかと

思います。 

 最後に、イベントだけでなく会議に必ず出

されるペットボトルのお茶ですが、環境問題

を話し合う会議などで出されてはいませんで

しょうか。以前、日本で環境の世界会議があ

ったときにペットボトルやアルミ缶入りの飲

み物などを出して批判が出たのはもう古い話

ですが。 

 最新のニュースによりますと、民主党は温

室効果ガスの排出量を2020年に1990年比で

25％削減するとの目標値を明確にして、世界

から高く評価されています。鳩山代表は、政

策を総動員として実現を目指していくと表明

されたそうです。私たち内灘町も町のあらゆ

る知恵を総動員して、未来の町の住人のため

に努力しなければならないと思います。すば

らしい内灘町、地球温暖化対策実行計画が策

定されることを期待しております。 

 以上で終わります。 

○議長【能村憲治君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 水口議員の一般質

問にお答えしたいと思います。 

 私からは、イベントでの使い捨て食器につ

いてお答えしたいと思います。 

 ごみの減量化を図り、使えるものは繰り返

し使うというリユースの実践は、今年度、町

が定めました地球温暖化対策実行計画の中で

も提唱しておりまして、今後率先して取り組

むべき課題であると認識をいたしておるわけ

でございます。 

 使い捨て食器は手軽に扱え洗浄の手間が要

らないことから、町主催のみならず各種のイ

ベントで多く使われているのが現状でござい

ます。しかしながら、議員ご提案のように、



 －30－

リユースできる食器を町が所有をし貸し出す

場合には、保管場所や洗浄施設、衛生上の問

題など難しい面が多々あり、現時点での実現

には困難性があると思うわけでございます。 

 今後、町全体で地球温暖化対策を進める上

で、町民組織あるいはＮＰＯ法人などが立ち

上がれば、このような分野での積極的支援も

検討してまいりたいと思っているわけでござ

います。 

 地区公民館にはある程度の食器もそろって

おりますので、秋に開催される町会の文化祭

などには、ごみ減量化の観点からも極力使い

捨て食器を削減するよう呼びかけてまいりた

いと思います。 

 また、県が貸し出すピカピカ号についても、

今後町内で開催されるイベント等に積極的に

活用し、環境の意識啓発に役立てたいと思っ

ているわけでございます。 

 なお、各種会議で出されますペットボトル

のお茶は、茶わんの用意から後片づけまで限

られた人数の職員で対応する負担もあり、一

律に排除することは困難かと思われますが、

今後は会議の開催形態に応じて柔軟に対応し

てまいりたいと思いますので、ぜひともご理

解をいただきたいと思います。 

 私からは以上でございます。 

○議長【能村憲治君】 出川常俊総務部長。 

   〔総務部長 出川常俊君 登壇〕 

○総務部長【出川常俊君】 私から、公民館

の飲食を伴う集まりについての質問の中から、

町民ホールや文化会館の見直しについてお答

えをいたします。 

 町民ホールや文化会館の使用時における飲

食につきましては、町の関連する行事、事業

等においてお弁当や湯茶などの軽食は施設管

理上支障の無い範囲内で可能としてきました。

また、町民ホールにおきましては、昨年より

その利用促進を図るため、営利団体の施設使

用も可能とし利用の拡大を図ってまいりまし

た。 

 そして一方、現在、町内には大多数が一堂

に会することのできる施設が少なくなってい

る状況下でもあります。 

 今後は、こうしたことを踏まえ、町民ホー

ルにおいても文化会館においても施設管理上

支障のない範囲内で利用団体にとらわれるこ

となく、軽食を伴う会議、行事等についても

使用を認め、さらに町民の利用推進を図って

いきたいと存じます。 

 私からは以上でございます。 

○議長【能村憲治君】 島田睦郎総務課長。 

   〔総務課長 島田睦郎君 登壇〕 

○総務課長【島田睦郎君】 私のほうからは、

選挙の立会人に新成人をとのご質問にお答え

をさせていただきます。 

 去る８月30日に行われました衆議院議員選

挙、小選挙区での本町の投票率は73.58％で、

４年前に行われました前回選挙の投票率

69.16％を4.4ポイント余り上回る結果となり

ました。 

 議員が提案されます投票の立会人に新成人

の方々をお願いすることは、選挙をより身近

に感じていただき、政治や選挙への関心を深

めるとともに、地域社会への参画を促すこと

にもつながっていくものと思われます。 

 また、全国的には議員ご指摘のとおり、投

票立会人の選任に当たりまして、新成人を含

めた若い有権者を対象として公募を行ってい

る事例もあります。 

 本町におきましては、議員ご指摘のとおり、

成人式におきまして成人代表者の方から選挙

権の重要性や参政権を放棄することのないよ

う決議をいただいておりますし、また選挙啓

発のパンフレット等も配布し、意識の高揚に

努めているところでございます。 

 ご指摘の投票立会人につきましては、これ

まで各地区公民館長の皆様にご依頼し紹介い

ただく方法をとっておりますが、今後、新成

人を含めた若い世代に対する取り組みとその

方法、さらに選挙権の意義について、より一
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層啓発できるよう検討いたしまして、町選挙

管理委員会において協議をしてまいりたいと

いうふうに考えておりますので、ご理解のほ

どよろしくお願いいたします。 

○議長【能村憲治君】 中村由利子生涯学習

課長。 

   〔生涯学習課長 中村由利子君 登壇〕 

○生涯学習課長【中村由利子君】 水口議員

の公民館での飲食を伴う集まりについてのご

質問のうち、地区公民館に関してお答えさせ

ていただきます。 

 地区公民館は、住民の日常生活に根差した

学習や健康の増進を図る場として、さらには

地域コミュニティ醸成の場として、町民の皆

さんからは地域にはなくてはならない施設と

して利用されており、本町のまちづくりの根

幹を担っている最も身近で重要な社会教育施

設であります。 

 また、ご承知のように、公民館はだれもが

気軽に利用できる施設ではありますが、公共

の施設であることから、当然のことですが目

的、趣旨にかんがみ利用について一定のルー

ルを設けております。 

 ご質問の地区公民館での飲食を伴う集まり

についてですが、従来から町会、区会、また

公民館の文化祭、地区の祭礼、新年会等、公

共性の高い行事に伴う飲食は現在も認めてお

ります。そのほか、私的なもので飲食を伴う

利用については、地区公民館の管理上の理由

からその趣旨にそぐわないように思われます

ので、ご理解のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○議長【能村憲治君】 10番、水口裕子議員、

答弁が終わりました。答弁漏れなどございま

せんか。10番、水口裕子議員。 

○10番【水口裕子君】 （議席より）お願い

いたします。 

 町長から答弁いただきました。ありがとう

ございます。 

 そこで、最後におっしゃっていただきまし

た会議のペットボトルのことなんですけれど

も、確かに洗うこととかいろんな手間が、今、

人も少なくなってきている現状で大変だとい

うことはすごくよくわかります。でも、町が

意識改革をするだけじゃなくて、町の住民の

人たちもやっぱり一緒に意識改革をしていか

なくちゃいけないわけで、やっぱりそういう

ときに町が出さなくても皆さんがそれこそマ

イカップを持ってくるとか、自分のボトルに

お茶を入れてマイボトルを持ってくるとか、

きょう言ってあした変わるものではありませ

んけれども、やっぱりそういうふうな方向で

進めていっていただきたいなというふうに思

いました。これはそういうふうな方向でお願

いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 それから、公民館の管理の、公民館の飲食

のことですけれども、管理上の問題がありま

すので今のままでというふうな答弁だったと

思うんですけれども、先ほども述べましたよ

うに、ご近所でどこかの家にみんなが上がり

込んで、そしてそこでお茶を飲んだり、何か

ちょっとおつまみつまみながら、そこのうち

でわいわいとお話をするという、そういうふ

うなものは壊れている。それがやっぱり地域

のコミュニティが壊れているとよく言われる、

そういった部分の一部なんじゃないかなと思

うんです。 

 だから、集まって何か勉強するとか、何か

講座をするとか、そういうことだけじゃなく

て、やっぱり人たちがその地域の人たち、そ

れも向陽台なら向陽台だけとか、千鳥台なら

千鳥台だけの方が集まってそれぞれの公民館

でというのじゃなくて、みんないろんな地区

の人たちが集まってここでちょっと貸してく

ださいということになれば、あいていればで

すよ。もちろん、その町会とか地区の公民館

のものとか、そういうようなものが先だよと

いうことはすごくよく理解できますけれども、

そういうもののない部分で貸していただける

という方向にはやはりこれから、今すぐには
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これもならなくても、そういうふうな柔軟な

対応をしていくという方向に考えていただけ

るということはないんでしょうか。 

 よろしくお願いします。 

○議長【能村憲治君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 水口議員さんの一

般質問の再質問ということでご提案がありま

した。 

 ペットボトルについて、要は町民の皆さん、

そこの会議に参加する皆さんの意識の問題と

いうことでおっしゃったわけでございますが、

文字どおりそのとおりでありますが、そのこ

とをどうやって高めていくかというのがこれ

から我々の課題でもあるということでありま

すので、あらゆる機会を通してその問題に対

して提起をしていきたいと、こんなふうに思

っていますので、その結果、住民の皆さんか

ら意識的にそのことをみずからでやっていく

ような、そんな方向になればと思っています

ので、努力したいと思います。 

○議長【能村憲治君】 よろしいですか。 

 答弁は必要ですか。 

○10番【水口裕子君】 （議席より）そうい

うふうにお願いしますということで。 

○議長【能村憲治君】 よろしいですか。 

○10番【水口裕子君】 （議席より）はい。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【能村憲治君】 この際、暫時休憩い

たします。 

 再開は午後１時ちょうどといたします。 

           午前11時56分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後１時00分再開 

    ○再   開 

○議長【能村憲治君】 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

○議長【能村憲治君】 ７番、夷藤満議員。 

   〔７番 夷藤満君 登壇〕 

○７番【夷藤満君】 ７番、夷藤満。通告に

従いまして質問をさせていただきます。 

 質問に入る前に、私からもさきの衆議院選

挙の結果と取り組みについて少し述べさせて

いただきたいと思います。 

 今回の選挙は、第３選挙区において我が自

由民主党候補は残念ながら小選挙区では敗戦

いたしました。しかし、八十出町長を初めと

する皆様方の温かい絶大なるご支援をいただ

き、比例において当選をさせていただきまし

た。 

 また、石川県すべてにおいての比例での復

活当選、また小選挙区での当選ということで、

これからもますます財政的に町運営には多大

な支障を来すことは目に見えておるわけであ

りますが、これから八十出町長におかれまし

ては執行部一丸となり、また議会も力を合わ

せてこの町の厳しい財政状況を乗り越えてい

くために頑張っていかなければならないとい

う思いから、一言述べさせていただきます。 

 本当に皆様にはお世話になりました。あり

がとうございました。 

 それでは、通告に従い質問に入らせていた

だきます。 

 平成21年第３回定例会において町政一般質

問の機会を得ましたので、２点について質問

をさせていただきます。答弁に当たります町

長並びに関係部長には、わかりやすく前向き

な答弁をいただけますようお願いいたしまし

て質問に入ります。 

 まず１点目の質問は、内灘海水浴場につい

てであります。また、その周辺についてのこ

とをお尋ねいたします。 

 ７月に議会運営委員会で神奈川県に視察に

行ってまいりました。神奈川県の県民の皆様

の海を守ろうという意識の強さに感心いたし

ました。 

 また、昨年６月の定例会で八田議員がライ

フセーバーの必要性を町に対して訴えました。
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私も改めて神奈川県へ行き、現地のライフセ

ーバーの皆さんの話を聞きながら、本当に内

灘町海水浴場にもこのライフセーバーという

ものが存在すればもっと心強いものになるの

ではないかと改めて興味を示したものであり

ます。 

 本当にこのままで内灘海水浴場はよいので

しょうか。また、内灘海岸はこのままで大丈

夫なのでしょうか。 

 少し古くなるわけでありますが、第四次内

灘町総合計画のアンケートでは、内灘町の皆

さんがこの町で一番誇れるものとして挙げた

第１位に内灘海岸があります。日本海に沈む

真っ赤な夕日の景色はどこの観光地にも負け

ないすばらしいものがあると私も思います。 

 海岸には、いろいろな植物を初めシロチド

リといった鳥も多く、自然豊かなこの内灘砂

丘を後世に受け継いでいくためにも、海岸条

例の制定を求めるものであります。 

 その海岸条例の一つの中に、海岸、砂浜に

車の乗り入れ禁止区域を設けるといった必要

があるのではないかということで二、三お尋

ねをいたします。 

 すべてのエリアでの乗り入れを禁止するの

ではなく、ところどころその要点に合った保

全地域を決め、エリア的なゾーンを設け、そ

の中での車の乗り入れを禁止するといった方

向性を持ってすれば、すべての車が砂浜に入

ってはいけないというのではなく、エリアを

設け、そして保全地域を設けることにより、

すばらしい環境、これまで受け継がれてきた

自然が守られるのではないでしょうか。 

 ボランティアの方々による風紋の再生、竹

垣づくり、町長を初めとする執行部の皆様、

町全体で町民の皆様が、暑い中、竹垣づくり

へと足を運んでくださったことを考えまして

も、皆様の意識が非常に海水浴場、自然にと

結びついてきているのは事実であります。 

 また、この夏、ビーチベースボールといっ

た大きな大会を催するなど、内灘海水浴場を

主体とした海岸を訪れる方々が非常に多く、

以前のようなにぎわいにはまだまだほど遠い

ものがあるかとは思いますが、野鳥観測、草

花の鑑賞など多くの自然に触れ、レジャーも

楽しめるといったすばらしいところになりつ

つある、戻りつつあるような気がいたします。 

 海離れが進む中、内灘町にはたくさんの家

族連れや多くの若者が集う海岸を目指すよう

にいろいろなルールを設け、エリアを分けて

安全で安心してだれもが楽しめる海岸にして

いかなければならないと思うのであります。

そうするためには、規則、ルールというもの

が必要になるわけでありますので、海岸条例

の制定に、町民だけではなく訪れる人みんな

で内灘海岸を守るといった取り組みが今まさ

に必要と考えますが、町長のお考えをお聞か

せください。 

 すばらししい内灘海岸を子や孫の時代にま

で受けつないでいくためにも、今まさに仕組

みづくりから始めるべきではないでしょうか。

そこでまた、改めて幾つかの点についてお聞

きをいたします。 

 まず、パラグライダーについてでございま

す。人間が空を飛ぶということにあこがれ、

ライト兄弟が空を飛んで何世紀もがたちます。

その空を飛びたいという願いをかなえてくれ

たのが、手軽にできるパラグライダーであり

ます。勇壮に飛ぶ姿を拝見していると気持ち

よさそうに見えるのは私だけでしょうか。 

 しかし、やられている人と見ている人では

考え方の違いがあるようです。それは、千鳥

台地区、向陽台地区の方々からエンジン音や、

低空飛行で家の上空を飛ばれるととても危険

に思えて仕方がないという苦情の声を聞いた

からであります。飛んでいる人は気持ちよさ

そうにしておりますが、空から家の中をのぞ

かれているような気がして、とても不快に思

うといった声が寄せられているのであります。 

 内灘海岸の横にある温泉施設は露天ぶろが

売りということであります。お昼におふろに
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行った方々から、パラグライダーが横を飛ん

でまるでのぞかれているのではないかといっ

た気がして、露天ぶろにゆっくりつかってい

られなかったというような声も伺っておりま

す。 

 私が調べたところによりますと、パラグラ

イダーを操縦するには、車のような免許証と

いったものが全く要らず、日本パラグライダ

ー協会に問い合わせたところ、確認したとこ

ろ何の規制もないということでありました。

その使われる方、乗られる方のモラルだけで

しかないということであります。これから能

登有料道路直線化に伴い、非常に交通の便で

も、そのやられる方々の危険性も感じるわけ

であります。安全・安心して楽しんでおられ

る方々、そういった中にもやはり住民の方々

がのぞかれたり、そういった気がするようで

は、その方々たちも楽しんでできないのでは

ないでしょうか。 

 そういった中で、内灘町はこれからどうい

った指導をしていくのかについてお尋ねをい

たします。 

 次に、マリンスポーツのすみ分けについて

であります。 

 時代の流れとともに海に行く人たちは年々

減っているということで、とても残念に思わ

れます。ことしは昨年より梅雨明けがおくれ

真夏と言えるような日が少なかったこともあ

り、海での水難事故は内灘海水浴場でジェッ

トスキーによる接触する事故が２件ありまし

た。幸いにも大きな事故にはならなかったと

いうことで喜んでおりますが、事故があった

ということは事実であり、こういったことが

海離れにもつながっているのではないでしょ

うか。 

 泳いでいる横を大型のジェットスキーが勢

いよく走っていけば危険を感じてだれもも海

へ行かなくなるということなのでしょうか。

年々ジェットスキーも大型化され、さらにス

ピードも上がるようになり、泳ぐ人にとって

は恐怖を感じるのではないでしょうか。また、

横を走ると高波が立って小さい子供たちには

非常に危険だということです。大人から子ど

もまで安心して安全に泳げる海水浴場にして

ほしいという声を多く耳にするようになりま

したので、その点についてもお伺いいたしま

す。 

 次に、駐車場についてであります。車から

植物や野鳥を守り自然を守るということから

町営の駐車場をつくる考えがないかについて

お伺いをいたします。 

 これまでに世界の凧の祭典を初めありとあ

らゆるイベントの中で、駐車場整備に多額の

投資をしてまいりました。まさに砂の中に埋

もれた埋蔵金と言えるのではないでしょうか。

凧の祭典で21回を数える内灘町のゴールデン

ウイークの目玉とも言えるイベントに成長し

てまいりましたが、何億とも言われるこの駐

車場整備にかかったお金は、もう10年も前か

らこういった計画があればすばらしい駐車場、

アスファルトの1,000台もとめられるような

予算的な計算ができるのではないでしょうか。 

 こういったことを考えましても、これから

世界の祭典が伝統となっていくために、何回

も何回も数を重ねていくためには、すばらし

い駐車場を完備し、町が運営しその集客を上

げ、そういった中でいろいろな町に対するメ

ンテナンスを行っていく、そういった駐車場

の整備ができるのではないでしょうか。 

 県、国に強く要望し、すばらしい駐車場を

建設してはいかがでしょうか。お伺いしてお

きます。 

 また、金沢市との境界問題もありますが、

海岸は国有地でありますので、本当に県、国

に強く強く要望すべきと思いますが、その点

についてお伺いしておきます。 

 すべてについて規制を設けるのではなく、

目的に応じて規制のかけ方が必ずあると思い

ます。みんなで知恵を出し合い、すばらしい

海岸条例の制定に向け努力していかなければ
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ならないと思いますので、よろしくお願いを

いたします。 

 長々と言ってまいりましたこの質問の中で、

長々と申しましたのでいろいろとダブってく

る点がありますが、一つ、海岸条例について。

一つ、パラグライダーについて。一つ、マリ

ンスポーツのすみ分けについて。一つ、駐車

場の整備について。一つ、砂丘地への車の乗

り入れ禁止についての５項目についてお伺い

をしておきます。 

 日本三大砂丘と言われた内灘海岸の安全、

自然を守るためにも砂浜への車の乗り入れを

禁止し、安心して安全に海岸で多くの皆さん

が楽しんで集える、そういった海岸を目指す

ために町の考えをお伺いしておきます。 

 次に、北陸鉄道浅野川線についてお聞きを

いたします。 

 北陸鉄道浅野川線は1924年（大正13年）に

浅野川電気鉄道として会社が設立され、北陸

の宝塚と言われた粟崎遊園とともに誕生しま

した。1945年に今の北陸鉄道に合併され、浅

野川線として今に至っております。 

 浅電は、平成９年のピーク時には一日2,961

人という乗車数を誇り、平成17年には2,372

人と年々減少しているのが現実であります。

浅電は私たちの日常生活に直結している大切

なものと私は考えます。 

 その北陸鉄道浅野川線が存続の危機に来て

いると８月20日に新聞報道されました。その

内容は、2009年３月期で7,800万円もの赤字で、

毎年営業収入が1,000万円から2,000万円ずつ

減少していることを理由に、石川線の鶴来か

ら加賀一ノ宮間の廃止方針を表明しておりま

す。このままでは、金沢─内灘間も存続が難

しいことから、４市町に対して文書で利用客

減少を理由に運営が今後困難と説明し、法定

協議会の立ち上げを求めていることがわかっ

たのであります。今後の町の考えについてお

聞かせください。 

 この町は勤労者の町と言われ、金沢の高校

に多くの学生が通うための唯一の公共交通機

関と言っても過言ではないと思います。廃止

ということになれば多くの町民の足が奪われ

ることになります。 

 第四次内灘町総合計画で町民にアンケート

をとった中で、取り組んでほしい都市基盤施

策という項目では、公共交通機関の充実を望

む回答が38.6％と一番多かったことを見まし

ても、町民の皆さんはやはり公共交通機関の

不足を指摘しているということではないでし

ょうか。 

 全国各地で私鉄は法定協議会を設け国の財

政支援を受けております。ぜひとも国の支援

をいただき、後世にまで残る私鉄鉄道であっ

てほしいと思うのでありますが、人件費の問

題等でしょうか、サービス面には少し異論も

出ていることも確かであります。 

 公共交通機関の役割として、高齢者、障害

者等の円滑化の促進に関する法律では、高齢

者、障害者等の自立した日常生活及び社会生

活を確保することの重要性にかんがみ、公共

交通機関の旅客施設及び車両等、道路、路外

駐車場、公園施設及び建築物の構造及び設備

を改善するための措置、一定の地区における

旅客施設、建築物等及びこれらの間の経路を

構成する道路、駅前広場、通路その他の施設

の一体的な整備を推進するための措置その他

の措置を講ずることより、高齢者、障害者等

の移動上及び施設の利用上の利便性及び安全

性の向上の促進を図り、もって公共の福祉の

増進に資することを目的とする法律、通称、

バリアフリー新法というものがあります。 

 高齢者や障害者も安心して利用できる浅電

であってほしいと願っております。公共交通

機関の役割というものをしっかり果たすこと

が協議会を立ち上げる最低の条件と私は考え

ますが、だれもが安心して快適に利用できる

ような努力をしてほしいと思います。 

 協議会を立ち上げることには、慎重に周り

の動向をかんがみながらも行ってほしいと思
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っておりますが、しかしこの協議会は、自治

体が指導のもとで協議会を設けているという

のではなく、協議会が設けてくれという協議

会で、北陸鉄道が主体ではないということか

ら、金沢市を初め４市町は慎重な態度でいる

ことでございます。当然のことだと私も思い

ます。 

 しかし、我が町は先ほどから述べておりま

すように、金沢に行くには電車とバスしかな

いということで、高齢者、これからますます

進む後期高齢者社会にとっては、なくてはな

らない公共施設だと私は思っております。ま

た、バスでは近岡回りで少し時間がかかり、

直接金沢駅には入ることができず、次の移動

の手段には電車を利用するのが都合がよいと

いう答えをたくさんの皆様からいただきまし

た。 

 親しみを込めて浅電、浅電と先ほどから呼

ばさせていただいておりますが、浅電といえ

ば内灘というイメージが強いです。金沢から

の観光客を運んでくる大きな役割を担ってい

ると私は思います。大切な走る広告塔の役割

を果たしている交通手段ではないでしょうか。 

 他の交通手段がないこの内灘町にとって、

やはり浅電というものは今後大切になってく

るものと考えます。ぜひ浅電の存続に町全体

で力をかし、交通弱者と言われる高齢者、財

政的に厳しくなってくるとは考えられるので

ありますが、先ほどから述べておりますよう

に、福祉向上の上からもぜひ存続に向けての

力強い町長のご発言をいただけるようお願い

をいたしまして、質問を終わりたいと思いま

す。 

 どうもありがとうございました。 

○議長【能村憲治君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 夷藤議員の北陸鉄

道浅野川線の質問についてお答えしたいと思

います。 

 申すまでもありませんが、近年、地方鉄道

を取り巻く環境は、沿線自治体における人口

減少や少子・高齢化、モータリゼーションの

進展などによりまして厳しい経営状況が続い

ているわけでございます。 

 北陸鉄道についても、利用者の減少や今後

の設備整備による多大な投資などによりまし

て経営状況が悪化をし、平成17年の８月に北

陸鉄道再生支援協議会が設立をされ、沿線自

治体や関係団体が参加をし国からの支援に向

けて協議をしておりましたが、再生計画を策

定されないまま現在に至っているわけでござ

います。 

 また、これまでも浅野川線は国の財政支援

制度を活用しておりましたが、制度改正がさ

れ、鉄道軌道輸送高度化事業補助制度に統合

されたわけでございます。この制度は、地域

公共交通の活性化及び再生に関する法律に基

づく法定協議会を設立し支援を受ける方法と、

法定協議会を設立せずに支援を受ける方法が

ありますので、現在でも浅野川線は交通事業

者の判断で国の財政支援を受けることは可能

であります。 

 ２つ目の浅野川線の存続を含め、今後の状

況の見通しについてでありますが、当町にと

って、今ほど夷藤議員もおっしゃいましたよ

うに北陸鉄道浅野川線はかつての北陸の宝塚

としての粟崎遊園の繁栄とともに、古くから

町民に親しまれ、県都金沢を結ぶ重要な公共

交通であると認識をしております。また、今

後北陸新幹線開業に伴う二次交通として、観

光振興や交流人口の拡大に大きく期待をされ

ているのでございます。 

 内灘町といたしましても、鉄道輸送を維持

するための必要な支援のあり方について、関

係市町と調整を図りながら、町の財産でもあ

る北陸鉄道浅野川線の存続に向けて最善の努

力をしてまいる所存でございます。 

 なお、浅野川線が公共交通機関として身体

障害者や高齢者に最も利用しやすい鉄道であ

ってほしいとのご意見に対しては、私も同様
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に思っているところでございます。今後の北

陸鉄道を含めた関係市町との協議の中で、し

っかりと申し入れてまいる所存でございます。 

 また、地域の公共交通を守るためにも、住

民の皆さんのより一層の公共交通のご利用を

お願い申し上げて私の答弁にさせていただき

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長【能村憲治君】 蓑外史男副町長。 

   〔副町長 蓑外史男君 登壇〕 

○副町長【蓑外史男君】 夷藤議員の内灘海

岸の件について、先ほどお話のありました５

点を触れながらお答えしたいと思います。 

 現在、内灘海岸には内灘海岸海の家管理組

合が開設者となって、県より許可を受けて内

灘海水浴場の運営を行っております。 

 しかし、海、陸ともに組合が管理する範囲

は限定されており、この管理区域外で近年、

さまざまなマリンスポーツを楽しむ人が多く

出ております。特に最近では、議員ご指摘の

とおり水上バイクと遊泳者の接触の危険、バ

ギー車や乗用車の砂丘への乗り入れ、モータ

ーパラグライダーの飛行による周辺への影響、

ごみ放置など多くの問題が発生しております。 

 現在の対策としては、平成15年度より毎シ

ーズン前に関連する行政機関及び海岸関係者

による安全対策会議を開催し、安全対策、環

境対策について連絡体制等の確認を含めて指

導を行っております。 

 この中では、町と海の家管理組合がそれぞ

れ分担し、注意看板、境界くい、ブイの設置、

また、海上保安部と運輸局による水上バイク

の取り締まりと合同パトロールでの安全な利

用の周知を進めるなど、それぞれの組織の特

性を生かして共同で安全管理に努めておりま

す。 

 今後も、これらの取り組みはさらに強化し

ていく必要があると考えておりますが、どこ

からでも侵入できる、またパラグライダーが

自由に空を飛ぶなど、この広い海浜地ではこ

のような取り組みだけでは限界があります。 

 パラグライダーのほうでは、内灘海岸に拠

点を持ちますチームチャレンジという組織が

ありますが、そこでは自主的に自分たちでル

ールを決めて規制に努めておりますが、残念

ながらそこに属していない人たちや他からの

来場者が少しルールを外して運行していると

いうふうなことも聞いております。 

 このような町民の不安であるとか、不満で

あるとか、そんなことについてはこれからも

関係する人たちに強く申し入れをするととも

に、利用者のモラルにも訴えていきたいとこ

ろでございます。 

 石川県では、海岸は自由使用、自己責任を

原則としており、県内に他の海岸もある中で、

内灘海岸だけに特別な規制をかけることは難

しいとの考えです。 

 町として理想的な海岸の利用形態を検討す

るために、ことし２月、石川高専やマリンス

ポーツ団体等の海岸利用者にも参加していた

だいて内灘海岸魅力づくり委員会を設立し、

具体的な利用に関するゾーニング、利用エリ

アの設定や利用ルールについて論議をしてい

るところです。条例化を進めるためには、利

用形態、管理責任、規制の根拠、経費負担、

規制期間などさまざまな課題の整理が必要で

あります。 

 また、隣接する金沢市との連携も必要であ

り、金沢市との行政連絡会を通じて金沢市粟

ケ崎海岸を含めた条例化について協議も始め

ているところです。 

 いずれにいたしましても、条例の必要性は

十分に認識しており、解決すべき課題は多く

ありますが、手順を尽くしてできるだけ早期

の条例化を目指してまいりたいと思っていま

す。 

 関連して、駐車場の設置と管理につきまし

ては、海岸管理者の石川県と協議を行い、前

述の条例制定の中で含めて検討してまいりた

いと考えておりますので、よろしくお願いい
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たします。 

○議長【能村憲治君】 ７番、夷藤満議員、

答弁が終わりました。答弁漏れなどはござい

ませんか。よろしいですか。 

○７番【夷藤満君】 （議席より）はい。 

○議長【能村憲治君】 ４番、藤井良信議員。 

   〔４番 藤井良信君 登壇〕 

○４番【藤井良信君】 本日、長時間にわた

りまして傍聴の皆様方、まことにありがとう

ございます。 

 議席４番、公明党、藤井良信。平成21年９

月第３回内灘町議会定例会におきまして、通

告に従い町政一般質問を行います。 

 初めに、このたびの衆院選、公明党には厳

しい結果となりました。また、ご支援をいた

だきました方々にこの場をおかりいたしまし

て心より御礼を申し上げます。 

 中国の故事に「民の憂い募りて国滅ぶ」と

あります。大衆の声は真摯に受けとめ、耳を

傾けてまいりたいと思います。 

 同時に、「大衆に迎合することだけを考え

ていたならば、民主政治はたちまちに衆愚政

治へと堕落する」との言葉もございます。公

明党は公明党、「大衆とともに」との指針を

胸に、再生に向けて決意を新たにしていると

ころです。 

 さて、新型インフルエンザの本格的な流行

で、各地の医療施設と救急外来は対応に困難

をきわめております。 

 午前中の川口議員の質問にもありましたよ

うに、特にこの新型インフルエンザにかかり

ますと４人に１人の乳幼児にインフルエンザ

脳症への危惧がされることから、速やかな対

応が望まれます。 

 そこで今、改めて救急医療のあり方が問わ

れているところです。このことに関しまして、

杏林大学の島崎修次教授は、そもそも救急医

療のたらい回しは、医療機関の受け入れ拒否

ではなく、受け入れ不能の状態であるとして、

救急医療を担う医師の確保が困難なことや、

過酷で重労働の割には医療施設の経営上の不

採算なこと、そして医師訴訟のリスクが高い

ことなどの指摘をされております。 

 また、専門医や各診療科の医師初め関係職

種の人材の確保と教育、そして救急患者を受

け入れるためのネットワークシステムの構築

がまたれているとのことです。そして、法に

基づいた救急医療を国の責務として位置づけ

る救急医療基本法の必要性を求めております。

加えて、救急医療基本法は災害医療や危機管

理体制にも大きな力を発揮するよう設計でき

ると言われております。 

 私の最初の質問は、そういった医療分野で

の背景の上から、医療機関と消防機関との連

携による救急搬送改善策の取り組みからお伺

いします。 

 救急患者のたらい回しを防ぐための地域ル

ールづくりを義務づけた改正消防法がことし

４月に成立いたしました。今回の法改正によ

り、消防法の目的の一つとして災害などによ

る傷病者の搬送を適切に行うことが明記され

ております。また、救急搬送の法的な位置づ

けが明確にされることとなり、消防機関と医

療機関が連携することでの義務づけがされて

おります。法改正への要因としては、これま

での救急搬送において搬送先医療機関が速や

かに決まらない事案があったり、救急隊が現

場に到着してから傷病者を病院に収容するま

で長時間を要することなどが考えられます。 

 本町では、第３次拠点病院である金沢医科

大学病院を擁することで災害時などにおける

広域での医療体制をとの観点から、特にその

使命と役割は重要であると思います。 

 ことし10月末からの施行に向けて救急搬送

メディカルコントロール協議会での検討や地

域医療体制を踏まえた受け入れの実施基準の

策定なども進められているとのことです。 

 そこで、今回の改正消防法のポイントはど

のようなものでしょうか。ご説明ください。 

 また、具体的にはどのような改善が図られ
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ると考えられますか。あわせて、消防現場か

らの救急搬送における質の向上への改善点な

どありましたら、お聞かせください。 

 加えて、期待される効果はどのようなもの

でしょうか、お伺いします。 

 また、そのようなことはないと思いますが、

消防機関からの搬送先医療機関が万が一決定

しない場合の対応策はどのようになると考え

られますか、お聞かせください。 

 次に、持続発展教育、いわゆるＥＳＤの学

校教育現場への普及促進を図るため、ユネス

コスクールへの参加について提案します。 

 2002年９月に開催されました持続可能な開

発に関するサミット、世界首脳会議では、当

時の小泉首相より2005年から2014年の10年を

国連持続可能な開発のための教育の10年、略

してＥＳＤの10年とすることが提案されまし

た。これを受けて、同年12月の国連総会では、

このＥＳＤの10年に関する決議案が日本から

提出され、全会一致で採択されております。 

 そして、その主導機関としてユネスコが中

心となって各国の具体的な対応の指針となる

国際計画が策定されることとなりました。ま

た、日本の政府レベルでは2006年３月にＥＳ

Ｄ国内実施計画が策定され、持続発展教育の

取り組みが進められております。 

 一方、現在、学校の教育現場では、持続可

能な開発のための教育という概念が十分理解

されているとは言えない状況であることから、

日本ユネスコ委員会ではその普及促進に向け

たユネスコスクールの活用を上げております。 

 そこでは国際理解、環境、多文化共生、平

和、開発、防災など既に学校で取り組んでい

る個別テーマに関するさまざまな教育に持続

可能な社会構築という共通の目標を定め、各

取り組みにつなげていくことがＥＳＤの基本

的な理念であるとしております。 

 また、国内実施計画では、「持続可能な開

発のための教育の目指すべきは、地球的視野

で考え、さまざまな課題をみずからの問題と

してとらえ、身近なところから取り組み、持

続可能な社会づくりの担い手となるよう個々

人を育成し、意識と行動を変革すること」と

明記されております。人格の発達や自立心、

判断力、責任感など人間性をはぐくむという

観点が必要であるとされております。 

 また、2006年には教育基本法が改正され、

2008年３月、新学習指導要領案が公示されま

した。改訂学習指導要領では、持続可能な社

会構築の観点が盛り込まれております。そし

て、同年７月の教育振興基本計画ではＥＳＤ

が我が国の教育の重要な理念として位置づけ

られており、今後５年間に総合的かつ計画的

に取り組むべき施策としてＥＳＤの推進が明

記されております。 

 加えて、日本ユネスコ国内委員会では、ユ

ネスコスクールのネットワークを活用するこ

とがＥＳＤの有効な基本となり得るとの観点

から、2008年２月のユネスコ国内委員会にお

いてＥＳＤ普及促進のためのユネスコスクー

ルの活用についての提言が採択されておりま

す。そして、このユネスコスクールがユネス

コ憲章で示された理想を実現するための平和

や国際的な連携を実践する学校であるとして、

ＥＳＤ推進拠点と位置づけております。 

 地球規模の諸問題に若者が対処できるよう

な新しい教育内容や手法の開発、発展を目指

すことが可能となってまいります。また、そ

の主要研究テーマといたしましては、地球規

模の諸問題に対する国連システムの理解、人

権、民主主義の理解の推進、異文化理解と世

界遺産教育、環境教育や科学が人類の将来に

果たす役割などについての基本設定がされて

おります。そして、このユネスコスクールに

登録いたしますと、国連機関であるユネスコ

からユネスコによる認定校として認定証が送

られます。 

 現在、全世界で約8,000校が認定を受け、加

盟すれば国内外のユネスコスクールと交流を

持つ機会が得られます。世界からの活動報告
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などの情報誌も送付され、またＡＳＰインタ

ーネットを活用して世界じゅうの学校と生徒

間、教師間での交流や情報を分かち合うこと

ができます。加えて、各国の特色ある取り組

みを知ることとなることから、ここでお伺い

します。 

 持続発展教育（ＥＳＤ）の学校現場への普

及促進のためにユネスコスクールへの参加と

活用について、本町のお考えをお聞かせくだ

さい。 

 最後になりますが、昔から「子供はおやじ

の背中を見ながら育つ」と言われます。そう

いう私もそうでしたが、現代の教育事情を見

ますとおやじの背中ばかりにはまいりません。

学校教育現場におきましては、教師は純粋な

児童生徒にとってあこがれであり、目標であ

ります。そして、その範となるべく教師自身

の人格の形成は教師の責務であると思います。

教師としての資質の向上、鍛練、また今ほど

もＥＳＤからの質問の中でくどく述べさせて

いただきましたが、教師の人間性の向上はど

こではぐくまれ、培われるものとお考えでし

ょうか。この点をお聞きいたしまして、私の

質問といたします。 

 ご清聴ありがとうございます。 

○議長【能村憲治君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 藤井議員の一般質

問にお答えいたします。 

 私からは、ユネスコスクールへの参加につ

いてお答えしたいと思います。 

 平成21年度の町の重点施策といたしまして、

私は７つの重点施策を掲げました。その中で、

人を育てる確かな教育の充実、低炭素社会を

目指した環境づくり等を掲げておりますが、

ユネスコスクールが目指すもの、環境教育や

人権、民主主義の理解と促進、あるいは異文

化の理解等でございます。 

 ご承知のとおり環境問題につきましては地

球的規模での課題となっており、町では今年

度から環境政策課を新たに設けており、また、

人権、民主主義の理解と促進に関しては、子

どもの権利条例制定に向けた作業を昨年度か

ら進めているところでございます。 

 今回、藤井議員のご提案のユネスコスクー

ルの目指すものの内容は、内灘町が目指して

いるまちづくりの方向とほぼ同じであり、そ

ういった意味では、それを担う人づくりの一

環としてユネスコスクールへの参加もこれか

らのまちづくりを担う人材の育成に合致する

ものであると思っているわけでございます。 

 国際化時代にふさわしい将来の内灘町を担

う人材を育成するというまちづくりの基本方

針を遂行するためにも、その参加について前

向きに検討していただきたいと思っていると

ころでございます。 

 私からは以上でございます。 

○議長【能村憲治君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 藤井議員のご質問

で、私のほうからは教師の人間性の向上はど

こではぐくまれ培われるものと考えるかとの

ご質問にお答えをいたします。 

 教師も特別な人間ではなく一人の人間とし

て、学校現場のみならず一般社会での生活の

中でその人間性を磨いていくものであると、

そのように考えております。しかし、子供た

ちの教育に携わる者として、他の模範となる

ような高い人間性を身につけていただきたい

と、そのようにも考えております。 

 そういった意味から、教師本人が自己研さ

んのために真剣な努力を重ねるべきことはも

とより論をまちませんが、それらによって得

られる社会や政治や経済の動向に対する幅広

い視野や、あるいは芸術文化に対する豊かな

感性といった、そういったものばかりではな

く、町、県の教育委員会が組織的、計画的に

新任、若手、中堅、主任などその年代に応じ

た内容で実施している多様な研修などが相ま

って教師の指導力や人格面の向上が図られて
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いく、そのようなものであると考えておりま

す。 

 したがいまして、教育委員会といたしまし

ては、今後とも教育の専門家としての高い能

力と、学校に通う子供たちが自分もかくあり

たいとそのように願うような高い人格と人間

的な魅力にあふれた、そんな教師の育成にさ

らに一層努めてまいりたいと、かように考え

ております。 

 以上です。 

○議長【能村憲治君】 津幡博消防長。 

   〔消防長 津幡博君 登壇〕 

○消防長【津幡博君】 私からは藤井議員ご

質問の救急搬送改善策の取り組みについてお

答えいたします。 

 答えがご質問と少し一部重なることもあり

ますので、ご容赦願います。 

 消防法の一部改正が平成21年、ことし５月

１日に法律第34号により公布され、ことし10

月末日に施行されます。この改正の目的は、

災害等による傷病者の搬送を適切に行うこと

とされております。これは、救急搬送時にお

いて搬送先の医療機関が速やかに決まらない

ことにより、救急隊が現場に到着してから傷

病者を病院に収容するまでの時間が延びてい

るということを踏まえまして、消防機関と医

療機関の連携を確立し、傷病者の救急搬送や

受け入れ病院の選定につきまして円滑化を図

るために改正されたものでございます。 

 主な改正内容といたしましては、傷病者の

搬送及び受け入れに関する実施基準を策定し、

その実施基準に関する協議等を行うため、消

防機関や医療機関を構成員とする協議会の設

置を都道府県に義務づけたものであります。

これにより、受け入れ医療機関の選定困難事

案の解消や搬送病院の選定等が速やかに行わ

れることが期待されております。 

 この改正を踏まえまして、石川県ではこと

し11月中には協議会を設置し、また今年度末

には実施基準を策定するということであり、

現在準備が進められていると聞いております。 

 内灘町には金沢医科大学病院があり、また

隣接する金沢市にも大きな病院があります。

こういう関係で、これまで病院選定や搬送に

長時間を要した事案は発生していないという

のが現状でございます。 

 しかし、ご指摘もありましたとおり、万一

病院が決まらないときにはということもあり

まして、まさにそのための法改正ということ

であります。今後、石川県が策定する実施基

準を遵守するとともに、県内医療機関とさら

に連携を深めまして、万全の体制で救急業務

に努めてまいりますので、ご理解のほどよろ

しくお願いします。 

 私からは以上でございます。 

○議長【能村憲治君】 藤井良信議員、答弁

が終わりました。藤井良信議員。 

○４番【藤井良信君】 （議席より）今、教

師の人格形成ということで教育長にもご返答

いただきました。 

 ただ、私が考えるのは、いわゆる生徒と教

師との教育現場でお互いに切磋琢磨しながら

人間性を高めていくという意味での、そうい

った教師の人間性の心の懐の大きさというか、

そういった現場において、ともに先生も生徒

も一緒に高め合うという場が必要なんではな

いかと。そういった意味での今回のユネスコ

スクールでの提案をさせていただく中で、と

もに高めていくということを考えたものです

から、その辺はいかがでしょうか。ちょっと

ご返答ください。 

○議長【能村憲治君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 藤井議員の再質問

にお答えします。 

 教育の場においては、子供たちから学ぶこ

とのない教師というのは教師としてはかなり

不足したものがあると思います。いかなる年

代の児童生徒であれ、多くの学びを与えてく

れますし、そしてまた子供たちとともに新し
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い発見、新しい気づきをもらいながら、子供

たちとともに成長を重ねるのがすばらしい教

師であると、そのように考えております。 

 それは日常的な、内灘町の学校なんかを見

ておりましても、日常的な教育の中でそうい

うことが多く実際になされておりますし、ま

たそれなくしては子供たちを本当に感化させ

る、内面からの充実を図っていくということ

ができないと、そのように思っておりますの

で、そのことについては論をまたず大切なこ

とであると、そのような認識をいたしており

ます。 

○議長【能村憲治君】 藤井議員、よろしい

ですか。 

 次、６番、北川悦子議員。 

   〔６番 北川悦子君 登壇〕 

○６番【北川悦子君】 ６番、日本共産党、

北川悦子です。傍聴の皆様方には長時間にわ

たる傍聴、ありがとうございます。 

 さて、真夏の衆議院選挙に多くの国民が今

のままの政治で雇用、暮らしは守られるのか。

平和、福祉、教育について日本の進路を見詰

め直した選挙であったと思います。小泉構造

改革以後、我慢してきた痛みがもう我慢でき

ないと吹き荒れたような選挙であったとも思

います。新しいページが開かれました。平和

で希望や将来の姿を想定できる、安心できる

国づくり、まちづくりに、いいものには大い

に賛成し、悪いものにはきっぱり反対する立

場で臨んでいきたいと思っております。 

 通告順序をかえて、４番目の住宅リフォー

ム助成制度の創設についての質問を最初にさ

せていただきます。 

 現在、内灘町には自立支援型住宅リフォー

ム推進事業があります。この事業は、介護を

要する高齢者及び身体障害者の住宅リフォー

ムに要する費用を助成するものです。住宅リ

フォーム助成制度は地域住民が介護保険など

の適用の有無を問わず、町内の業者が住宅の

リフォームを行った場合にその経費の一部を

助成することにより、住宅の改善を容易にす

るとともに、中小零細業者の振興を促し、地

域経済の活性化にもつながるものです。耐震

改修工事費補助金制度も町にはありますけれ

ども、高齢者の住宅対策、介護、環境対応な

どあわせて利用すれば地域住民の方々にも喜

ばれるのではないでしょうか。ぜひ住宅リフ

ォーム助成制度を創設していただくようお願

いいたします。 

 ２番目の質問に移ります。保育所の現状と

今後について質問いたします。 

 昨年11月末からことしの４月初めにかけて、

全国の保育行財政に関する市町村アンケート

を実施し、６月に発行された調査報告書によ

れば、公立保育所の運営費の一般財源化によ

る影響との問いに、「保育材料や備品購入の

費用の削減」が23.2％、「公立保育所の職員

の新規採用を抑制した」が17.2％、「公立保

育所の廃止、民営化などにより対応した」が1

1.4％となっていました。 

 2004年度より国庫補助負担金から一般財源

化することにより、政府は地方自治体の自立

性を高め、特徴を生かした行政を推進できる

かのように言われてきましたけれども、保育

の現場の受けとめ方は逆であったようです。 

 また、非正規職員の業務は従来言われてい

た補助的、一時的業務ではなく、クラス担任

を持ち、保育カリキュラムの作成、検証、保

護者との対応など正規職員と同様の基幹業務

に従事している嘱託職員は51.3％になってい

ます。労働条件から見ると昇給、経験加算の

あるところが24.1％、また休暇は労基法プラ

ス独自休暇体制をとっているところが26.1％

となっていました。正規職員と非正規職員と

の間に賃金だけでなく休暇などでも著しく格

差がある中での保育士などのチームワークを

維持していくことが大変難しいと結ばれてい

ます。 

 保育所の送り迎えをしている方よりこんな

話を聞きました。「朝、送っていったときの
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先生と帰りの迎えのときの先生がいつも違っ

ている。どうなっているのですか。子供たち

に落ちつきがなくなるのではないか」と心配

をしておられました。確かに私たちの子育て

のころはいつも先生が同じで、子育てに関す

る相談、子供の保育所での様子を伺ったりし

て、ともに子供の成長を共有してまいりまし

た。 

 現在、正規職員、嘱託職員、パートと働く

形態がありますが、保育時間の延長に合わせ

町はどのような配慮と勤務形態をとっている

のでしょうか。また、正規職員、嘱託職員、

パートの方の職務の違いはあるのでしょうか。 

 私も孫を保育所へ送っていっていますが、

どの先生方も本当に懸命に保育に当たってい

ます。民営化を見込んで正規の保育士の割合

が少ないのではないでしょうか。内灘町の現

状をどうとらえているのでしょうか、お尋ね

します。 

 また、保育士の仕事は専門性、継続性の求

められる職種です。子供が育つ基礎部分形成

の大変責任ある仕事でもあります。内灘町の

すばらしい子育て支援を専門職に見合った労

働条件、環境整備へ保育所分野にも大いに発

揮してもらいたいと願いますが、いかがでし

ょうか。 

 また、調査報告書に公立保育所の今後の役

割としてはの問いに対して、地域の子育て支

援の拠点としての役割が90％を占めています。

地域の中で育ち合う保育所の役割が注目され

ています。 

 千鳥台地区における保育所建設計画は白紙

となりました。保育所運営法人の説明会に参

加はしていても、実際募集に応じたところは

１法人でした。町民への説明不足等により生

じた法人からの辞退は、今後にも影響が懸念

されます。問題点を総ざらえして早急な対処

が必要だと思われます。 

 政権がかわったことにより、公立保育所建

設、運営に変化があれば、町の保育水準、子

育て支援に責任ある立場から民営化のみに走

ることを再検討すべきではないでしょうか、

お考えをお伺いいたします。 

 ３番目に、町民の心と体の健康増進のため

に３点質問いたします。 

 １点目は、林帯遊歩道についてです。 

 議会の中でも何度も林帯遊歩道について質

問させていただきました。老朽化した遊歩道

のくぼみを補修してほしいと訴えさせてもら

いました。 

 ９月に入り、鶴ケ丘神社から清湖小学校付

近の橋までの区間がれんが色にも少し赤茶色

を落としたようなすてきな散歩道へと補修工

事がなされました。友人が散歩帰りに私の家

に来て「いい色や。緑色の木立にとってもマ

ッチしている。木漏れ日がまたよい。とても

歩きやすい」と感想を喜んで述べていかれま

した。 

 落ち葉がとてもきれいに見えます。桜吹雪

のころは今までと違った景色を見させてくれ

るのではないかと今から楽しみにしています。

鳥のさえずりを聞きながらの散歩はとても心

と体の健康の増進になります。向陽台、緑台

方面の遊歩道管理も引き続きお願いいたしま

す。 

 と同時に、６月議会でも質問させていただ

きました。トイレの増設を再度検討していた

だきたい。１億円もするトイレを言っている

わけではなく、簡易なトイレでもよいのです。

管理にお金がかかるともお聞きいたしました

が、どれぐらいの金額を見積もってのことか、

お尋ねいたします。 

 ２つ目には、はまなす大学についてお尋ね

します。 

 昭和53年に発足したはまなす大学は、30年

以上の歴史のある60歳以上の方たちの学びの

場でもあります。町にとり講師謝礼、送迎等

など負担も大きいところですが、皆さん気楽

に参加ができ、文化会館３階の視聴覚室は250

名弱の方々の学びたいという意欲にあふれて
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います。用意された席はいつも満席です。内

灘町の高齢への道は頼もしいものがあるなと

感じております。 

 私も以前から広報を見ていて、講義を受け

たいという内容のものが多々ありまして、60

歳になったら絶対受講生になろうと思いまし

て受講生になりました。議会でも補助金カッ

トについて問題視されていましたけれども、

同じく今年度より、はまなす大学にも助成カ

ットの波が襲っています。年に15回あった講

座も13回に減りました。年会費も1,000円から

1,500円にアップしました。講師料のこともあ

ってか、講座が例年のようにスタートから決

まっていませんでした。 

 学ぶことは生活することの知恵袋にもなり、

健康で互いに生き生きできる栄養の源でもあ

ります。だれもが気楽に学べる場を町が保証

していくということは、誇れることでもあり、

また当たり前のことと思いますが、はまなす

大学の今後と見解をお尋ねしたいと思います。 

 ３つ目に、ほのぼの湯についてこんな手紙

をいただきました。 

 「６月議会の一般質問を傍聴しました。ほ

のぼの湯はお湯がいいとともに、医王、戸室

そして白山から立山連峰まで見渡され、河北

潟を見おろすこともできます。サンセットブ

リッジも見える、この展望に心がいやされま

す」 

 この一等地のおふろをホテルに売り渡すこ

とのないようにしてほしい。町民の方々は福

祉センターがいつ、どんな形で建てかえにな

るのか、そしてほのぼの湯はどうなるのか、

とても不安に思っています。高齢の方々は

日々おふろに行くことを日課にしている方も

多く、ほのぼの湯からの景色とお湯に心身と

もに元気にさせられています。現在の町とし

ての方向性をお伺いいたします。 

 最後に、安心・安全なまちづくりの観点か

ら３点質問いたします。 

 １点目は、コンフォモールができてから交

通量が増し、再三問題視されてきましたコン

フォモール駐車場上の道路から千鳥台３丁目

に向かっての出口に信号要求が出されていま

すが、信号ができるまで大変危険な箇所です。

カーブミラーなどをつけ、安全確保に努める

べきではないでしょうか、お尋ねいたします。 

 ２点目は、向粟崎保育所入り口前のカーブ

のある道路について大変危険で、先日も接触

事故が発生しています。旭ケ丘公民館方向か

ら来た車は、大半の車はどうしても内回りと

なりやすく、反対方向の車は電柱もあること

から接触事故を起こしやすい魔のカーブにな

っています。コミュニティバスの運行路でも

あり、また保育所の入り口付近です。センタ

ーラインを入れて誘導するだけでも随分安全

になると思われます。早急な対処を求めます。 

 ３点目に、内灘霊園に関して２点お尋ねし

たいと思います。 

 霊園管理料の支払い方法についてお尋ねい

たします。 

 年金振込先を郵便局にしている方も多いの

ではないでしょうか。郵便局からの支払いは

県外の方のみにしていると伺ったことがあり

ます。町内の方たちからもなぜ郵便局で支払

いができないのかという声を耳にします。手

数料がかかるからとも伺いました。しかし、

年金振込先より支払いができることが住民に

とり安心感と便利さにつながります。住民サ

ービスの目線で再度検討していただきたいと

思います。 

 最後に、お盆にお墓参りをした人からお聞

きした話をしたいと思います。 

 お母さんが車いすの生活になって初めて墓

参りに行きたいと言われお連れしたそうです。

さて、行ってみて車いすで行かれるようにな

っていないことに気づかれたそうです。結局、

お母さんを息子さんがおぶって墓参りを済ま

せてきたと言われました。自分たちが健康な

ときには考えてもみなかった。同じ列にある

階段の一つでも車いす用にしてもらえれば、
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お金をそんなにかけなくても済むのではない

かと言われました。若い者に迷惑をかけてま

で墓参りはできないと思ってしまうのではと、

お母さんの墓参りをしたいという気持ちを気

遣って見えました。 

 ＡからＤ地域は、特に場所により車いすで

は行かれません。道路より入れるように少し

工夫をすればよいところや、同じ列の階段の

一つを少しなだらかにして車いす用にできる

ところなど見受けられます。また、急な階段

に手すりがないところもありました。高齢に

なると階段の１段の高さも響きます。一年に

数回しか行かないからと我慢している方も多

いかと思います。海の見える快適な場所の墓

地での墓参りを家族みんなで、気分も安心し

て墓参りできるように改善を求めて質問を終

わりたいと思います。 

 以上です。 

○議長【能村憲治君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 北川悦子議員の一

般質問にお答えします。 

 私からは、はまなす大学の助成についてお

答えしたいと思います。 

 はまなす大学は、議員おっしゃいましたよ

うに、60歳以上の町民の方々がさまざまな学

習活動を通じて新しい知識や教養を身につけ

ること、また地域活動に参加をし相互の交友

を深め仲間づくりをすることで健康で生きが

いのある生活を過ごしていただくことを目的

としておるわけでございます。 

 平成21年９月１日現在、学級生総数は236

人ということでありまして、たくさんの方が

講座を楽しみに参加をされ、会場は毎回満員

になっているそうでございます。 

 昨年度は、町は平成21年度予算編成方針で、

厳しい財政状況の中にあって受益者負担の公

平、公正の観点から、各事業に料金収入をも

含む方向を打ち出しております。今回のはま

なす大学での負担金についても、この方針の

中で決定したものでございます。 

 しかしながら、はまなす大学につきまして

は、私は単に高齢者の方たち個々人の学びの

場であるばかりでなく、高齢期を迎えても生

き生きと前向きに生きていく町民を支援する

ために町として必要な社会的仕組みであり、

これからますますその比重を増してくる高齢

社会を支える重要な社会的なシステムである

と考えておるわけでございます。 

 したがいまして、来年度からは、はまなす

大学に対する受益者負担もあわせてその見直

しを行い、はまなす大学に学ぶ高齢者の方々

の学びの姿勢が、その後に続く子や孫たちの

生き方にも好影響を与える、そんな高齢者の

方々が輝くような内灘町を構築したいと考え

ているわけでございます。 

 以上でございます。 

○議長【能村憲治君】 蓑外史男副町長。 

   〔副町長 蓑外史男君 登壇〕 

○副町長【蓑外史男君】 北川悦子議員のほ

のぼの湯と住宅リフォームの助成制度につい

てお答えをいたします。 

 まず、ほのぼの湯についてですが、福祉セ

ンター本館部分につきましては、耐震診断の

結果、その基準を満たしておらず、宿泊者の

安全確保の観点から本年４月より使用を停止

しております。 

 しかし、ほのぼの湯につきましては、高齢

者の福祉施設として、また多くの町民の皆様

の憩いの場所として親しまれ、年間20万人を

超える人たちに利用いただいていることから、

現在も継続して営業いたしております。 

 今後、福祉センターを含む総合公園一帯を

多くの人たちに利用していただけるよう、よ

り魅力的なゾーンにつくっていく考えですが、

ほのぼの湯のような多くの町民が利用できる、

そういう浴場については存続させることをお

約束させていただきます。 

 続きまして、住宅リフォーム助成制度につ

いてですが、現在は議員のおっしゃったとお
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り、介護保険制度の中の介護予防サービスの

一環としての住宅改修助成、要介護、要支援

高齢者、一定の身体障害者に対する自立支援

住宅リフォーム助成及び耐震のための助成制

度があります。 

 住宅をリフォームする目的はさまざまなも

のがあり、住んでいる人たちのニーズもさま

ざまです。目的はどのようなことであれ、リ

フォームのすべてを助成の対象とするのはい

かがかと思います。 

 助成の対象とするリフォームの目的はどう

あるべきか、全国の各市町の例も一応研究し

ておりますが、さらに内灘町としてどうある

べきかということをよく研究し、本来の福祉

に資するものであれば将来的に制度化する方

向で検討してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長【能村憲治君】 川口克則町民福祉部

長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 私からは北

川悦子議員ご質問の子供たちを取り巻く環境

と子育て支援についてお答えいたします。 

 現在、町立保育所では、通常保育に加え保

護者のニーズにこたえるため、延長保育、休

日保育、一時保育などさまざまな特別保育を

実施しております。 

 こうした多様な保育を行うための保育士の

勤務体制につきましては、午前７時からお子

様を受け入れるための早番、午後７時までの

延長保育に対応するための遅番など、シフト

制の勤務体制を導入しております。したがい

まして、朝、登所時の受け入れ保育士と、保

護者の方々がお迎えに来られたときの保育士

が違ってくることは、勤務時間の関係でやむ

を得ないことと考えております。 

 そのような実態の中、保育所では保護者と

の緊密な連絡を確保するため、連絡帳の活用

方法に工夫を凝らし、保護者に保育所での子

供の様子が可能な限り詳細にお伝えできるよ

う努めているところでございます。 

 また、保育参観などの場を通して保護者と

保育士とのコミュニケーションを深めたりし、

安心して保育所に通える努力をしております。 

 また、保育所の雇用状況につきましては、

議員ご指摘のとおり、嘱託職員については保

育所民営化の過渡期での対応であり、パート

職員が多い状態となっておりますのは、さき

にも申し上げましたように、保育サービスの

向上のためシフト制の勤務体制を導入してい

ることによるものでございます。 

 このような中、さらに町では町立保育所全

体の保育サービスの質の向上を図る上で、今

年度４人の正規保育士を採用したところであ

り、さらに来年度採用に向けて正規保育士を

募集したところでございます。 

 次に、町立保育所民営化の今後であります

が、さきの清水議員のご質問にもお答えいた

しましたが、建設地を地元の方々や保護者の

皆様に十分ご理解をいただいた後、順次、民

設民営化を進めていきたいと考えております。 

○議長【能村憲治君】 橋本稔都市整備部長。 

   〔都市整備部長 橋本稔君 登壇〕 

○都市整備部長【橋本稔君】 私のほうから

２点、町民の心と体の健康増進についての林

帯遊歩道についてと、安心・安全のまちづく

りから問うについてお答えいたします。 

 まず、林帯遊歩道は、うちなだの里から鉄

板道路を越え緑台の終点まで、全長約2.2キロ

メートルあり、多くの町民の方が散歩、ジョ

ギングを楽しんでおられます。 

 林帯遊歩道の完成から13年が経過し、部分

的に舗装のはがれやへこみが多く見受けられ

るようになりました。現在、特に舗装の傷み

の激しい鶴ケ丘神社から東山内灘線の横断歩

道橋までの区間、約430メートルを地域活性

化・経済危機対策臨時交付金により舗装改修

工事を行っており、ほぼ完成いたしておりま

す。 

 ご質問の今回の舗装改修区間以外の整備に
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つきましては、破損の程度を勘案の上、部分

的修繕で対応して遊歩道の安全確保に努めて

まいりたいと考えております。 

 次に、トイレの増設についてですが、前回

と同様のお答えとなりますが、鶴ケ丘神社に

あるトイレは遊歩道の両端から歩いて15分前

後の位置にあり、現状で十分であると判断い

たしております。したがいまして、現在のと

ころ、他の地区でのトイレの増設は考えてお

りませんので、ご理解を願いたいと思います。 

 なお、管理料につきましては具体的な算定

はいたしておりませんが、掃除のための人件

費、上下水道料金、電気料、警備委託料、ト

イレットペーパー等の消耗品と修繕料等々が

考えられ、年間でも相当な額が必要と考えら

れますので、ご理解を願いたいと思います。 

 次に、安心・安全のまちづくりから問うに

ついてでございますが、ご指摘のコンフォモ

ールの駐車場に隣接する町道千鳥台36号線か

ら能登有料道路に向かう町道幹３号向粟崎線

との交差点部におけるカーブミラー設置につ

いてですが、現地については植樹帯により見

通しが悪いという指摘があり、本年６月上旬

に植樹を低く刈り込む措置をいたしました。

しかし、いま一度現地を確認し、より安全な

道路視界の確保を図るための措置を講じてい

きたいと考えております。 

 また、向粟崎保育所前面道路、町道向粟崎

旭ケ丘17号線につきましても、朝夕には保育

園児の送迎もあり、またコミュニティバスの

ルートでもありますので、道路交通の安全性

をより確保するための措置を講じて一層の安

全確保に努めてまいりたいと思います。 

 次に、内灘町霊園の管理費支払いの方法に

ついてですが、管理料は年間3,000円で、２カ

年分を一括して納入通知書により納入する方

法だけと現在はなっております。 

 町の公金納付を取り扱う金融機関としては、

内灘町指定金融機関及びゆうちょ銀行を含め

た内灘町収納代理金融機関の８金融機関があ

ります。がしかし、ゆうちょ銀行では現在の

町の発行する納入通知書での納入は、霊園管

理料だけでなく、税及び各種料金についても

できない状況でありますので、今後、町全体

の公金収納方法の見直しとあわせて、そのと

きに検討したいと思います。 

 ただし、現在でも口座振替による納入につ

いては可能となっておりますので、ゆうちょ

銀行において次回納付期までには霊園の管理

料について口座振替による納入方法の導入に

ついて検討したいと考えております。 

 また、内灘町霊園は昭和51年の開設以来33

年が経過し、施設の老朽化が目立つようにな

ってきました。地形的にも入口より日本海側

に向かって25メートル余りの高低差があり、

場所によっては階投や道路の急な箇所もあり

ます。 

 これまで一部の階段に手すりを設置するな

どの措置を施してまいりましたが、今後につ

きましては、地形的な条件もあり施設全体と

は言えませんが、国の補助事業である都市公

園安全・安心対策緊急総合支援事業等の活用

を検討し、利用者の利便性、バリアフリー化

に努めて施設の改修、更新を目指したいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長【能村憲治君】 ６番、北川悦子さん、

答弁が終わりました。答弁漏れございません

か。 

○６番【北川悦子君】 （議席より）１つだ

けお尋ねいたします。 

 保育士の嘱託職員についてですけれども、

嘱託職員は全員が保育士と同じ業務をしてい

ますか。その場合、先ほど１年契約になって

いる。５年ですか。５年契約ですね。 

 そうした場合に、昇給、経験加算等全国的

にはあるところもありますので、民営化のた

めということであればなおさら、過重な労働

を強いられるということにもなりますので、

その辺のところは経験加算なり、そういう手
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当なりというものを加算していくというお考

えがあるかどうか、お尋ねします。 

○議長【能村憲治君】 川口克則町民福祉部

長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 北川悦子議

員の再質問についてお答えいたします。 

 嘱託職員につきましては、保育所だけでな

くて学童保育にも一般の事務職にもおいでま

すので、これは私のほうからちょっと答えら

れないんですけれども、今後少し近隣の市町

村とかそういうところを研究してまいりたい

と思っております。それでご理解願います。 

○議長【能村憲治君】 北川議員、よろしい

ですか。よろしいですか。 

○議長【能村憲治君】 （議席より）はい。 

○議長【能村憲治君】 これにて一般質問を

終了いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【能村憲治君】 以上で本日の日程は

終了いたしました。 

 お諮りいたします。明11日から16日までの

６日間は、議案調査及び議案委員会審査のた

め休会といたしたいと思います。これにご異

議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【能村憲治君】 ご異議なしと認めま

す。よって、明11日から16日までの６日間は

休会とすることに決定いたしました。 

 なお、来る17日は午後２時から本会議を開

き、各常任委員長の報告を求め、質疑、討論

並びに採決を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでございました。 

           午後２時29分散会 

 


